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東方學報 京都第 94 册 (2019)：460-437 頁

『オルジェイトゥ�』が語るアジキ大王の系�

――外���の�來と歷�書の	纂 (1) ――

宮 紀 子

1．はじめに

2．『オルジェイトゥ�』A. H. 712 條

1．は じ め に

biryigirminč ay 十一
<säkis
̇
inč ay 八
十九日 (1304 年 9
 19 日) に相當する (704A.

H) 2� 17日 (1304年 9� 19日)の土�日，Tīmūr-Qān鐵穆
テ ム

耳
ル

皇�
カアン

(=成宗) および šah-

zādah Qāīdū海
カイ

都
ドゥ

王／太子の息子の察
チャ

八兒
パ ル

の�臣
エルチ

たちの到着があった。皇�
カアン

の�臣
エルチ

たちの

名 は ① Suldūs<Suldus 孫都
スルドゥ

思
ス

(k 篤 思) の Tamāğī<Temeči 鐵
テ

邁
メ

赤
チ

(帖 麥 赤) ／

Tammači 探
タム

馬
マ

赤
チ

② Ğalāīr<ȷ̌alayir 札
ジャ

剌
ラ

兒
イル

族の Tūrčiyān脫兒
ト ル

赤顏
チヤン

(脫里察安／脫里赤安

／朶兒赤') ③ Ğaʻfar h
̆
w
̇
āğah 札

ジャ

八兒
バ ル

火者
ホージャ

1)の後裔の Must
¯
afī h
̆
w
̇
āğah 木思

ム ス

答
タ

伯
フィー

火者
ホージャ

2)。

察
チャ

八兒
パ ル

の�臣
エルチ

たちの名は，①札
ジャ

剌
ラ

兒
イル

一門の Īsin-Tīmūr<Äsän/Esen-Temür 也
エ

先
セン

帖
テ

木兒
ム ル

② Ğaʻfar 札
ジャ

八
バ

兒
ル

という小名のもの？3) ③ Qāvġatāī<Qavgatai 千戶[補1]に屬する Ūrus ba-

hādur 斡羅思
オ ロ ス

(斡魯思) 拔
バア

都
トゥ

兒
ル

。Dūā/Duvā土
ドゥ

哇
ア

(都阿／都哇／都瓦／篤哇／朶瓦)4) の�臣
エルチ

たちの名は，①mānġlai<Mon.manglai 頭ª／厭來
マンライ

(フレグ・ウルスの領域の�4線アフガニ

スタン方面)5) の Sārbān 撒兒
サ ル

蠻
バン

②Abūkān<Ebügen 也
エ

不
ブ

干
ゲン

(額不干) の息子の Tīmūr

帖
テ

木兒
ム ル

③Ağīqī 阿
ア

只
ジ

吉
キ

(阿赤吉／阿直吉) の息子の Ānandah 阿難
アーナン

答
ダ

。友好・友愛の=

和・得策・>筋のために。

狀況の眞實・口上の槪Aは以下のごとくである。

海
カイ

都
ドゥ

は，luu yïl 辰年<tawšqan yïl 卯年，太陰曆 702年の 7� (1303年 2� 19日〜3� 20

日)，公正なる Ġāzān 合
ガ

贊
ザン

の čaq 時分
チャク

に，鐵穆
テ ム

耳
ル

皇E
カアン

の čerig 軍
チェリク

との戰いより歸Hし，

病氣の兆候にさらされた。そこで侍醫たる臣僚の H
̇
aidar海

ハイ

答兒
ダ ル

はかれに下劑 25 粒を與
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えた。腹痛をともなう下血のうちに，Qarā-Qūrūm 合剌和
カ ラ コ

林
ルム

の疆域 (へ一日行Oの)

Qalan-baš の宿頓にて�去した。

…[中略]…

閑話休題，算端
スルタン

(P潭=オルジェイトゥ) は皇E
カアン

の�臣
エルチ

たちを慰撫し，出立の許可を與え

た…。

yïlan yïl巳の年<luu yïl 辰年 biryigirminč ay 十一
十日 (1304 年 12
 7 日) に相當す

る 5� 10日の水�日 (1304 年 12 � 9 日)，Ulūs-i Ğūğī<ȷ̌oči朮
ジョ

赤
チ

の ulus 國
ウルス

Qipčāq-bāš

欽察
キプチャク

Tの諸城鎭の pādšāh君W (=汗
カン

) Tūqtuā<Toqtoʼa脫
トク

脫
トア

／Tūqtā<Toγda脫
トク

脫
タ

の根

4より�臣
エルチ

たち ――かれらの先Xは Nūh
̇
udāī<Mon.Noqutai/Nuʼudai という名の臣僚 (

=官人
ノヤン

) ―― の到着があった。成就すべき=和・得策・一致の>のために6)。

これは，フレグ・ウルス (=イル・カン國) の正�ともいうべきラシードゥッディーン

の『集�』第一部「ガザンの吉祥なる歷�」の續	のひとつに數えられ，『集�』第二部

の	纂にも大きく寄與したとされるアブー・アルカースィム・カーシャーニーの『オル

ジェイトゥ�』の一�である。中略部分には，カイドゥの死後，チャガタイ家の當W

ドゥアがオゴデイ家の解體・中央アジアでの[權のために動き出すさま，成宗テムルの

死，ブルガン皇后
カトン

が安西王アーナンダやアリク・ブケ家のメリク・テムルと共謀してカ

アン位を奪取した政變等が，數葉に亙って記営されている。\居]・日錄の類に依據し

た	年體の形式をとりながら (カンの季�移動と`廷內の重A人物の死b記事を中心にc錄)，

あいだに各ウルスのさまざまな逸話が揷入されるのである。

①記事の重複，話題が4後するなど，整理されていない箇fが散見されること，②各

ウルスの王族の系�にしばしば孫を息子とする等のgりが見られること，③テュルク・

モンゴル曆との照合作業を機械iに行い書物j體に亙ってgりを犯していること7)，④イ

スタンブルのアヤソフィア舊藏本 (A. H. 752 年 4 
 30 日=1351 年 6 
 25 日，Ah
̇
mad bn

al-H
̇
usain bn Sātāq による筆寫k了の奧書)，それに依據しつつ筆寫者の知見によってヌクタ

を附したフランス國立圖書館f藏本の計二册，實質iには一種の寫本しか知られていな

いこと，以上からすると草稿にmぎなかった可能性もある (フランス國立圖書館藏の『集�』

に附され，イスタンブルのヌール・オスマニイェにも傳來する著者不oの『續	』の「オルジェイ

トゥ紀」と「アブー・サイード紀」は，『ガザンの吉祥なる歷�』の「本紀」の形式にあわせてそれ

ぞれ 3部p成とし，末尾に諸國�を附す。4者は『オルジェイトゥ�』のAq・再	8)といってよい

――上営の部分についていえば，�者たちの名4は省略されている9) ―― ものだが，いっぽうで，

『オルジェイトゥ�』が語るアジキ大王の系�
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より詳しい記営もtめられ，かつ	uもきわめてo快である。共vのw料を利用していることは閒

yいない。ラシードゥッディーンの『君Wの®鑑』に『オルジェイトゥ�』と類似する記営がtめ

られるので10)，かれがこの『續	』の「オルジェイトゥ紀」のほんらいの著者／總裁官であり，

ティムール`でそのまま利用された可能性もある)。しかし，ジョチ・ウルス，チャガタイ・

ウルス，カイドゥの王國の「正�」が發見されていない現狀では，『ヴァッサーフ�』等

とともに，歷�の隙閒を埋める重Aなw料であることは閒yいない。

さて，このフレグ・ウルスにむけての大��團は，『元�』卷二十一「成宗本紀四」の

“[大德七年秋七
 (1303 年 8 
 14 日〜9 
 11 日) 丁丑]，土
ドゥ

哇
ア

・察
チャ

八而
パ ル

・滅
メ

里
リク

鐵木而
テ ム ル

等，

�を{わして兵を息
や

むを}う。Eは安西王 (=アーナンダ) に命じ軍士を 愼 飭
つつしみいましめ

，驛傳

を安置せしめ，以て其の來たるを俟つ”，“[十一
 (1303 年 12
 9 日〜1304 年 1
 7 日) 己

卯] 諸王滅怯
メ ゲ

禿
トゥ

・玉
ウ

龍
ルング

鐵木而
テ ム ル

を{わし察
チャ

八而
パ ル

に�せしむ”といった一連の液れを�け�

{されたものである。しかも，そこから“Ölȷ̌eitü sultan 完者
オルジェイ

都
トゥ

算灘
スルタン

，俺
われら

i
の

令旨
ウ ゲ

。佛
フ

�
ランク

國王算灘
スルタン

根底
に

”に始まり，“俺
われら

i
の

	字
かきもの

は，(A. H.) 七百四年裏
に

蛇兒
へ び

の年の夏i
の

頭の
i
の

舊

八日 (四
二十三日=1305 年 5
 16 日) に Alivan に�
い

る時分に寫
か

い來
た

”で閲めくくられる

フィリップ四世宛の�名な國書―― “如
い

今
ま

，天行
に

心を可與され着
て

鐵
テ

穆耳
ム ル

皇�
カアン

，脫脫
トクトガ

，察
チャ

八而
パ ル

，朶
ドゥ

瓦
ア

を頭
かしら

と爲す

もの

每
たち

，咱
われ

每
ら

，成
チン

吉思
ギ ス

皇�
カ ン



の

子孫每
たち

は，四十五年自
よ

り以來，相怪責

し了
た

i
こと

行
を

，如
い

今
ま

，天行
に

護助被
さ

れ着
て

，衆
おお

くの哥哥
あ に

・兄弟
おとうと

が相和し着
て

日頭
おひさま

の出る 

ところの

南
ナン

家
キヤ

思
ス



の

地面從
よ

り
もと

め Dalu海の裏
うち

に到り，國を共に拿し着
て

，自ら

の

站
ジャム

每
ら

行
を

看せ敎
し

め了
た

”11) と

いう宣吿へと繫がってゆくのである。

各ウルスの�臣として，正� 1 名・副� 2 名が擧げられるが，自4の軍を持つ駙馬・

�力部族の高官，斡
オル

脫
トク

集團を£える財務官僚がその職責を擔うことは，『百萬の書』の 3

人の�臣 (スルドゥス部の兀魯
ウ ラ

薫
タイ

，オロナウト部の阿必
ア ビ

失
シュ

呵
カ

，火者
ホージャ

) を持ち出すまでもなく，

『ガザンの吉祥なる歷�』の記事，敎皇廳やフランク國王に宛てた國書等からも確tされ

る。ここで]目すべきは，チャガタイ・ウルスの面々だろう。ほかと衣なって，說o不

A，周知のことととばかりに，出身部族等の手掛かりが一切記されないのである。

もっとも，この記事の少し後に“彼處 (=阿母
ア ム

河) に來て殺されてしまった帖
テ

木兒
ム ル

の兄

弟，也
エ

不
ブ

干
ゲン

の息子の Bābā uġūl 八八
バ バ

大王”12) なる一�がある。『ヴァッサーフ�』にいう

“Čingīz h
̆
an成

チン

吉思
ギ ス

汗
カン

(罕) の弟 Ğūčī-Qāsār拙
ジョ

赤哈撒兒
チ カ サ ル

の曾孫，Baqā<Baqa の孫，也
エ

不
ブ

干
ゲン

の息子たちの八
バ

八
バ

大王・帖
テ

木兒
ム ル

”13) のテムルと同一人物に相yない (おそらく憲宗モンケ

時代の征西軍の	成，あるいは中央アジアにもともと設定されていたジョチ・カサル家の投下領と

關係があろう)。しかも

čaxšapat ay 十二
九日 (1307 年 1
 13 日) に相當する [A. H. 706] 7
 7 日金�日

(1307 年 1
 12 日)，Tīmūr uġūl<oġul (≒Mon.köʼün 大王／太子) 帖
テ

木兒
ム ル

大王と海
カイ

都
ドゥ

の

東 方 學 報
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息子の Sārbān撒兒
サ ル

蠻
バン
14)が īlī<il 歸附≒奉仕の表oを以て參內した15)。

とあるように，二年後にはフレグ・ウルスにb命してくるのである (『ガザンの吉祥なる

歷�』	纂時，ジョチ・カサル家のバガの系�は知られていなかったが，『五分映』には記載された。

b命後に仕入れた®報とみることもできるが，この��團が來たさい，すでに各自が身上書を提出

していたか，接見4に¯書をとっていたか，あるいは筵席
ト イ

での會話等によって®報を收集していた

可能性もある。『ガザンの吉祥なる歷�』の「部族志」には，同じトルイ家の大元ウルスとフレグ・

ウルスの閒を�來した�臣の®報が少なからず記される)。しかも，ここにサルバンという名も

登場する。テムル大王が副�だったなら，正�をつとめたサルバンは當然それより格が

上であり，矛盾はしない。『ガザンの吉祥なる歷�』には，

[Ūktāī Qāān窩闊
オ ゴ

台
デイ

皇E
カアン

の第 5 子 Qāšī合
カ

昔
シ

の子海
カイ

都
ドゥ

の第 15 子／第 4 子※] 撒兒
サ ル

蠻
バン

：

この撒兒
サ ル

蠻
バン

は軍勢とともに阿母
ア ム

河を渡って，Badah
̆
šān 巴

バ

²
ダ

哈
フ

傷
シャン

(八打克沙)・

Panğāb の疆域內にいる。常にH
̌
ūrāsānへの企畫

くわだて

をなしている…16)

※系圖では第 7子

とあり，“頭ª (先鋒)／厭來
マンライ

(對フレグ・ウルスの�4線)”との冠詞とも合致する。同書が

改訂された際には，

A. H. 690 (1291 年) に「Naurūz が撒兒
サ ル

蠻
バン

・Abūkān uġūl 也
エ

不
ブ

干
ゲン

大王・Ūruk-Tīmūr

�
オ

魯
ルク

帖
テ

木兒
ム ル

および Yasāūūr扎撒兀兒
ヤ サ ウ ル

の臣僚たち等とともにj軍をµい H
̌
urāsānへの

企畫
くわだて

以て至りつつある」との聲¶が屆いた。事由は以下の如くであった。その4，

Naurūz が Harāt哈
ヘ

烈
ラート

の疆域から敗走した時分，海
カイ

都
ドゥ

の根4
も と

に¸げ去
ゆ

き，多くの奉

仕の後，軍勢を懇願した。海
カイ

都
ドゥ

は，かれのA}どおりにかれに軍勢を{わし，かれ

の背後に自身の息子の撒兒
サ ル

蠻
バン

をも軍勢と4去せしめた17)。

と書き加えられている。少し4の箇fに“Naurūz は娘を Nīkbai捏
ネ

古
グ

伯
ベイ

の子撒兒
サ ル

蠻
バン

に與

えていた”18)との一	 (ナウルーズはガザン・カン擁立の立役者だったが，のちに失脚。ネグベイ

はチャガタイの孫で，バラクの後を繼いで三年閒，チャガタイ・ウルスのカンの座に坐した) があ

るから，エブゲン大王の周邊には 2人のサルバンがおり，いずれも對フレグ・ウルスの

�4線にいたことになる。ドゥアの�臣としては，このチャガタイの曾孫のほうが理解

しやすいだろう。ただ，ネグベイにサルバンなる息子がいた記事はほかに確tできず19)，

カイドゥの息子をネグベイの息子と取りyえていた可能性もある。それほどに，中央ア

ジアではチャガタイ家とオゴデイ家の面々が離合集散を繰り¼し，混然とした®況だっ

た。サルバン，エブゲン等とともにナウルーズに協力したオルク・テムルは，オゴデイ

の曾孫でカイドゥのもとにおり，サルバンと同樣，ナウルーズの娘を娶っている。そし

てなんと，『ガザンの吉祥なる歷�』の改訂作業中―― 1306 年以影の一時½20)，かれの

父の名をアジキとするg解が生じていた21)。

『オルジェイトゥ�』が語るアジキ大王の系�
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もうひとりの副�アーナンダがこのオルク・テムルの兄弟だったなら，もはやドゥア

の��團というより，チャパルと立場を衣にするオゴデイ家の��團，それもフレグ・

ウルスにとってはj員が因緣の相手たちとなってしまい，友好にはOÀい。おそらくこ

のg解の原因は，チャガタイ家のアジキにオルクとオルク・テムルという息子がいたか

らである。しかも，『ガザンの吉祥なる歷�』の改訂作業時に，アジキの息子たちから，

このオルク・テムルの名をÁ除しているのである22) (アジキは，クビライがアリク・ブケとカ

アン位を爭ったさい，オゴデイ家のカダアン等とともにいちはやく旗幟を鮮oにした23)。そのごク

ビライから大軍を任されて，安西王アーナンダ，同じくチャガタイ家のチュベイ等とともに，オゴ

デイ家のカイドゥ，チャガタイ家のドゥアおよびアリク・ブケ家の諸王等の連合軍に對峙，ビシュ・

バリク周邊から西北戰線にかけての站赤の円設・管理をしていた。寧夏府路下の山丹州や太原路の

投下領の收益や巨額の“歲賜”・臨時見舞金を享�し，斡
オル

脫
トク

に貸し付けていたことでも知られる24))。

これは，アジキの息子自體がフレグ・ウルスで�名になっていないと\こりえない事態

である。また，大元ウルスにいるアジキが，息子のひとりに，ながらく共同戰線を張っ

ている安西王アーナンダにあやかった名をつけていた可能性はじゅうぶんにあり (ちなみ

に，安西王の息子はオルク・テムルといい，『ガザンの吉祥なる歷�』にも言Åがある)25)，その息

子が，成宗テムル皇E
カアン

ではなくドゥアの代理として，フレグ・ウルスに�いしていた

――これが事實であれば，東西に分裂していたチャガタイ家26)は，この時點でまさに再

融合の動きを見せていたことになる。チャガタイ・ウルスの領域の�西端からサルバン，

�東端からアーナンダをÆんだとすれば，ドゥアのu圖も理解しやすい。

そこで，Ç�ではその眞僞の檢討の材料として，アジキの名が再び登場する『オル

ジェイトゥ�』の 712A. H 條後部のÈ譯を提示する (『集�續	』は固�名詞や	uの讀み

とりに�用なので，特に留uすべき大きな衣同や補足については，[ ] に入れて記す)。フレグ・

ウルスの�官がほかのウルスのモンゴル諸王の®報をどのように收集・處理していたの

か，比�し總合iに見ることができるように，また『オルジェイトゥ�』という書物自

體の體裁・性格を考えるために，4後の記事も纏めて揭載する。各ウルスのモンゴル諸

王については，可能な限り初出の箇fに¯を附し，大きく 2 系瓜に分類される『ガザン

の吉祥なる歷�』の諸寫本の記営をÊ記・紹介する。ここに見られる衣同こそ，®報收

集のmOの一端を示すものにほかならないからである。紙幅の制限があるため，本稿で

はその作業までにとどめざるをえないが，別の機會に，この 712A. H 條について，

『ヴァッサーフ�』の記営等と比�しながら詳細に解說し，『オルジェイトゥ�』の 2つ

のアジキの記事のあいだに挾まれたq 10 年の中央アジアの®勢を眺め，ひいてはフレ

グ・ウルスの歷�書	纂を見直してみたい。
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2．『オルジェイトゥ�』A. H. 712 條27)

續いて [712A. H] 12� 10日の日�日 (1313年 4� 8日)，[脫
トク

脫
トア

／脫
トク

脫
タ

]・寶位・王冠

の繼承者たる朮
ジョ

赤
チ

の國
ウルス

・欽察
キプチャク

Tの諸城鎭の君W (=汗
カン

)，šahzādah Ūzbīk

ウ

卽
ズ

伯
ベク

(
思

別／
祖伯) 王／太子28)の elči �臣
エルチ

たちが，先Xの Kūk-Timūr kūrkān<Kök-Tämür

güregen 闊
キョク

帖
テ

木兒
ム ル

駙
ギュレ

馬
ゲン

・Baināl 伯
バイ

Ï
ナル

／伯
バ

亦
イ

難
ナル

・[Bāī-Būqā<Bai-Buqa 拜
バイ

不花
ブ カ

／

T
¯
āī-Būqā泰

タイ

不花
ブ カ

] ともどもに到着し，突厥
テュルク

の ud yïl丑年の�日に aūlğāmīšī<Mon.aʼulȷ̌a

拜見した。

ところで，

ウ

卽
ズ

伯
ベク

の紀傳・かれの�初の故事は以下の如くであった。脫
トク

脫
トア

の治世の末

に29)，Hurdū<Ordo 斡兒朶
オ ル ダ

の息子 (孫) Tūnīğī<Qoniči 火
コ

你
ニ

赤
チ

(火尼赤) がbくなったが，

かれには忘れ形見たる二人の息子が殘っていた。年長の Bāyān<Bayan 伯
バ

顏
ヤン

と年少の

MWMKQTAY<Mon. Mau-Mangqutai 馬兀
マ ウ

(=歹
わる

い) 忙
マン

忽
グ

台
タイ

／ Muskiqutay 執謬人・冤

屈£く者30)。父の繼承者たる伯
バ

顏
ヤン

が ulus 國
ウルス

(國土) と čerig 軍
チェリク

(軍馬) を擁していたが，

馬兀
マ ウ

忙
マン

忽
グ

台
タイ

がかれに背き，かれをばmulk 王國≒ 國
ウルス

から敗走せしめ，かくて [脫
トク

脫
トア

のも

とに] 轉がりÓんできた。脫
トク

脫
トア

は血にÔえた大軍とともにかれの救Õ・救助に措置を下

した。馬兀
マ ウ

忙
マン

忽
グ

台
タイ

は¸bし，父の座は再び伯
バ

顏
ヤン

に確定された。脫
トク

脫
トア

は夏・灼熱の季�に

歸Hせんとし，自己の甥，T
¯
uġrīk<T

¯
oγrïl 脫Ö

トグリル

の子

ウ

卽
ズ

伯
ベク

を Kūbluk<Köprük の兄弟

Aqšah<Ūšānān31)とともに諸軍の頭に置き，自身は出立の手綱を dār al-mulk 京師 (御座

f)≒根脚の yurt營盤
ユルト

(=Mon.nuntuq) に向けた。行路の辛苦から，とある小疾がかれの

永康に現れ，病原が體質にØった。かくて，712A. H. の 4� 4日の水�日 (1312年 8� 9

日)，Saray の疆域へ，Atīl (=ヴォルガ) 河を渡っていたÙの中で�去した。好
よ

き瓜治が

積まれ，ÚÛはほとんどなく，辛£する我慢强さが沈着・忍耐と共にあった [かの諸國

は，かれの`廷の時代に繁榮の極致に至り，かれの國
ウルス

は財・富が集積された]。

そのご，國
ウルス

の amīr 臣僚たち≒noyan官人
ノヤン

たちが [“卽位”一つに集まった／王權の問

題について議論した]。諸王について，Saray の官人
ノヤン

Qutluġ-Timūr<Qutluγ-Tämür忽都
ク ト

魯
ルク

帖
テ

木兒
ム ル

が言ったものである。「[俺
われ

每
ら

は脫
トク

脫
トア

の兒子32)を汗
カン

位に推戴せん。何 者
なんとなれば

，他
そ

i
の

父親の勳功
いさおし

は俺
われ

每
ら

根底
にたいし

多いので�る。しかし，『�初に

ウ

卽
ズ

伯
ベク

を招き，�良の方法で他
かれ

を

中央から排除せん (俺
われ

每
ら

は)』麽
と

>
の

，	契を以てせん／汗
カン

位は脫
トク

脫
トア

i
の

兒子ø
かの

i
もの

每
たち

に屬し着
て

�
い

る。しかし，�初に須らく

ウ

卽
ズ

伯
ベク

への企畫
くわだて

を做
な

す可し]。何 者
なんとなれば

，他
かれ

は王國の敵で�る。

自後
よりのち

，脫
トク

脫
トア

の兒子を國
ウルス

の寶位に卽位せ敎
し

め也
よう

者
ぞ

(俺
われ

每
ら

は)」と。これに一致した。

ウ

卽
ズ

伯
ベク

は脫
トク

脫
トア

の生天 (死b) のæ息を聞いたので，軍を殘して慌ててやって來た。[ある人がか

『オルジェイトゥ�』が語るアジキ大王の系�
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れに背信棄義の官人
ノヤン

たちの策略・陰謀・奸計を知らせた／臣僚たちの熟考・思案に氣づ

かなかった。やはり忽都
ク ト

魯
ルク

帖
テ

木兒
ム ル

という名のある臣僚が

ウ

卽
ズ

伯
ベク

にかれらの策略を知らせ

た]。

[(そもそもは) かれが臣僚たちに salāmç安の挨拶と īmān信仰の責を問わんとするが

ために，臣僚たちの領袖が言うには「唉
ああ

，君よ，你
なんじ

は俺
われ

每
ら

根底
にたいし

木é魯
ム ス ル

蠻
マン

たることでは無

く，恭順・ê從をA
もと

め者
よ

。怎生
どうして

俺
われ

每
ら

に Ğinkiz-h
̆
ān成

チン

吉思
ギ ス

汗
カン

の yasa=Mon. ȷ̌asaq扎撒
ジャサク

・yo-

sun體例
ヨスン

から，甚麽
いかなる

不ç�りí法
シャリーア

以て阿拉
ア ラ

伯
ブ

の長袍を召喚せ敎
し

む麽
か

(你
なんじ

は) ？」と／臣

僚たちの

ウ

卽
ズ

伯
ベク

への敵uの原因は，

ウ

卽
ズ

伯
ベク

が絕えずかれらに信仰の責と Islām をなさし

め，かれらにそれを熱心に勸めたことにあった。臣僚たちはかれのï痺について言った

ものだ。「你
なんじ

は俺
われ

每
ら

根底
にたいし

ê從・從順をð者
め

。你
なんじ

を敎法・信仰と共に，俺
われ

每
ら

は甚麽
な ん

の勾
こ

當
と

�らん。俺
われ

每
ら

は怎生
どうして

成
チン

吉思
ギ ス

汗
カン

の töre >理・yasaq 扎撒
ジャサク

を放棄し着
て

阿拉
ア ラ

伯
ブ

の敎法に入る

麽
か

？」]。[

ウ

卽
ズ

伯
ベク

はかれを (199a) 殺した。ほかの臣僚たち≒官人
ノヤン

たちは，かれの (イス

ラーム法では) 行わない方がðましいが不法ではない行爲について恐れ慄き憎惡し／かれ

はこのu義に固執し，かれらはかれについてこの事由以て恐れ慄き憎惡し]，かれの生命
いのち

への企圖
くわだて

以て gängäš商量
そうだん

・一致したのだった。宴
うたげ

の�中にかれの勾
こ

當
と

を始末するべく，

招待した。

ウ

卽
ズ

伯
ベク

は t
̇
oy祝'

ト イ

に出席した。二・三の紅紫の杯を歌曲のô奏で飮んでいる

と，[ある臣僚／忽都
ク ト

魯
ルク

帖
テ

木兒
ム ル

] がかれの\立に目くばせで合圖した。

ウ

卽
ズ

伯
ベク

は疑念を£

きつつ，厠
かわや

に\ち，用を足した。かの臣僚がかれの後をõってきて，臣僚たちの陰謀・

奸計の策略をありのままかれに営べた。

ウ

卽
ズ

伯
ベク

は直ちにその足を駿馬に乘せて¸げ，數

千人を自身のもとにかき集め，かれらの氣力
ちから

・Õ助によって歸Hした。そしてかれらへ

の企畫
くわだて

以て機先を制した。臣僚たちのjてを [100餘りの諸王／成
チン

吉思
ギ ス

汗
カン

の子孫
ウルク

に屬する

120 の諸王]・脫
トク

脫
トア

の息子とともに捕え殺した。いっぽうで，かの臣僚を慰撫・照öし，

自身の諸祕密の語り部・ö問・親信にした。[かれは，長½閒に亙って 欽察
キプチャク

草原・

H
̌
w
̇
ārazm花

ホ

刺
ラ

子
ズ

模
ム

の諸城鎭において瓜治をなした，かの忽都
ク ト

魯
ルク

帖
テ

木兒
ム ル

である]。かくて

[自らは／

ウ

卽
ズ

伯
ベク

は]，[朮
ジョ

赤
チ

汗
カン

の] 國
ウルス

の王座に卽位し，自身の登極の吉報を以て�臣
エルチ

た

ちを諸國周邊・四方八方に{わしたのだった。[

ウ

卽
ズ

伯
ベク

は÷・性質・敎法の賜りものたる

あらゆる才藝を�し，木é魯
ム ス ル

蠻
マン

の力を以て，慈善事業に關わる王／太子だったのである]

この時½，Dūā 篤哇
ドゥア

の息子 Īsin-Būqā>Äsän/Esen-Buqa 也
エ

先
セン

不花
ブ カ

33)は，qān<qaʼan

皇E
カアン

と敵になっており34)，後尾から何人かがかれへの企畫
くわだて

をなさぬよう，

ウ

卽
ズ

伯
ベク

がかれ

と友・良好たらんことを願っていた。そこで，かれに「皇E
カアン

は『

ウ

卽
ズ

伯
ベク

は汗
カン

位に相應し

くも君Wにø當でも無い。朮
ジョ

赤
チ

汗
カン

の位Ç・脫
トク

脫
トア

の位階は，別の太子に委付せんこと討求

す (俺
われ

は)』麽
と

>
て

，宣し着
て

�
い

る也
ぞ

」との信書 (宣託) をùった。

ウ

卽
ズ

伯
ベク

はこの棘ある話から

皇E
カアン

に對し反ú者・敵となった35)。

東 方 學 報

454〔161〕



側û・inaq倚
イ

Ï
ナク

(=親信／寵信のi
もの

) であった例の臣僚 [忽都
ク ト

魯
ルク

帖
テ

木兒
ム ル

] が

ウ

卽
ズ

伯
ベク

に謂

うには「若
も

し (您
あなた

が) 我のü決・同u，我との商議以て勾
こ

當
と

を做
な

さんこと討求する呵
なら

，

皇E
カアン

と敵たるを休
や

められ者
よ

。何 者
なんとなれば

，他
かれ

は創ýW (≒上天) の福廕の裏
うち

に�る。他
かれ

への il

歸附・ê從・歸順を以て您
あなた

は國
ウルス

のjてに瓜治・荏�が可能に成る也者
だろう

。長生
とこしえ

に諸々の

災禍・疫病・不幸・敵襲から庇護され，安祥で�る也者
だろう

(您
あなた

は)。也
エ

先
セン

不花
ブ カ

・Ğaġātāī

<Čaʼadai 察
チャ

合
ガ

台
タイ

の uruq 子孫
ウルク

との友愛・歸順の放棄を說
い

われ者
よ

(您
あなた

は)」と。

ウ

卽
ズ

伯
ベク

は聰

oさの故
ゆえ

にかれの�斷をÆ擇し，也
エ

先
セン

不花
ブ カ

の訓吿・q會は無效・空虛となり，かれらの

同�は放棄された。かくて，冬の眞ん中に，和解・和çの>について，皇E
カアン

の御4に�

遞の�臣
エルチ

たちを差し向けた36)。

かれらの歸Hの後，同樣に�臣
エルチ

たちを友愛・協¯・和ç以て Ūlğāītū Sult
¯
ān<Ölȷ̌eitü

soltan 完者
オルジェイ

都
トゥ

算灘
スルタン

(P潭=王／汗
カン

) の御許に{わした。716A. H. の 6
 10 日 (1316 年 8


30 日) 712A. H. の 6� 10日 (1312年 10� 13日)／ 712A. H. の 12� 10日 (1313年 4� 8

日) 付けを以て，(199b) 欽察
キプチャク

の Darband ²
ダ

耳
ル

班
バンド

の>から Gurğistān の田地 (邦土) を

經由して，50	の ulaq鋪
ウ

馬
ラク

と共に Sult
¯
āniyyah 孫

スル

丹
ター

尼
ニー

牙
ヤ

に到着した。信書 (宣託) の內

容は，以下の如くであった。「你
なんじ

は aqa哥哥
あ に

，俺
われ

は ini兄弟
おとうと

，俺
われ

每
ら

の閒には協¯[・友愛]

の慣
が行踏し着
て

�
い

る。若
も

し 軍
チェリク

を必Aとし着
て

�
い

る呵
なら

，不揀甚麽
い か な る

討
もと

求
め

であっても�{す

る也者
だろう

(俺
われ

每
ら

は)。但し，Īrān zamīn 國土の諸城鎭・諸州に據
つ

いて，Mangū-Qān<

Mänggü qaʼan蒙
メン

古
グ

皇E
カアン

(=蒙
モン

哥
ケ

) の yarlīġ (=Mon. ȷ̌arliq) í
ジャル

旨
リク

の敕命を以て俺
われ

每
ら

の h
̇
aqq

報酬／權利で�るi
もの

は不揀甚麽
い か な る

物件であっても俺
われ

每
ら

の人每
たち

に付與せ者
よ

。然れば，不vの

諸路は開かれ，共々に堆積混亂の裡
うち

に腐り朽ち着
て

�
い

る i
ところの

幷びに兩方面からそれが必A

で�る i
ところの

雙方の諸の商品・布帛を相互にù付する也者
だろう

(←俺
われ

每
ら

は)。亦た商賈每
たち

，商

每
たち

が利益の爲に�來する也者
だろう

」と37)。算灘
スルタン

は�臣
エルチ

たちに，求®・sīūrġāmīšī<Mon.

soyurqa-賞賜／恩賜・慰撫の後，放棄の裁可を與えられた。

712A. H. の [�禮�] 12� 15日の金�日 (1313年 4� 13日)，[Ismaʼīl亦思
イ ス

馬
マ

因
イール

�／

Šām] の狂信者たちがMis
̇
r�思
ミ ス

耳
ル

の Nās
̇
irÏ
ナー

昔兒
スィル

の命令を以て Ītqūlī<Ït-qulï亦都忽
イ ト ク

立
リ

を刀で刺し，卽死した。この歲に，�思
ミ ス

耳
ル

の跛子のÏ
ナー

昔
スィ

兒
ル

は軍勢と共にH
̇
alab アレッポ・

Furāt ユーフラテス河の沿岸に來たった。[Diyārbakr の管理者であった] 臣僚の

Sūtāī<Sutaié
ス

台
タイ

は機會をつかみ，かれの兵士たちj員を切らせ，かれらの糧食を略奪し

た。

712A. H. の�禮� 12� 17日の日�日 (1313年 4� 15日)，[神に保護されたる孫
スル

丹
ター

尼
ニー

牙
ヤ

での yāīlāmīšī�夏のu圖以て／移動せる吉祥の諸旗の騎 (完者
オルジェイ

都
トゥ

算灘
スルタン

) は qišlāmīšī�

冬>�夏のu圖以て孫
スル

丹
ター

尼
ニー

牙
ヤ

方面に動いた。] 諸 ordo 斡魯朶
オ ル ド

(=宮帳) の後方より h
̆
w
̇
ā-
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ğah Tāğ al-Dīn ʻAlīšāh 火
ホー

者
ジャ

答朮
タージュゥ

丁
ッディーン

阿
ア

里沙
リーシャー

のõ從。12� 28日の水�日 (4� 26日)，

福廕の諸旗が Hamadān は Sult
¯
ān-ābād の kūšk 凉亭への到着。この日，Pūlād

Čīngsāng/Fūlād Čīngsāng<Bolad/Bolod孛
ボ

羅
ラド

丞相がArrān の草原にて qišlāq�冬の營盤
ユルト

に死去した。

ところで，也
エ

先
セン

不花
ブ カ

の紀傳・察
チャ

合
ガ

台
タイ

の國
ウルス

におけるかれの瓜治は以下の如くであった。

Kūnčāk�
コン

園
チェク

(�闍／款園)38) の不可�の諸狀況・�去の後，かれの座に Čaġādāī察
チャ

合
ガ

台
ダイ

の子 Qadāqī<Qadaqï/Qadagi 合
カ

答
ダ

吉
キ

の子息 Nālīqū Ï里忽
ナ リ ク

――その母は Turkān

<Türken忒
トゥ

里
ル

蹇
ケン

，Kirmān乞里
キ ル

茫
マーン

の Sult
¯
ān Rukn al-Dīn の娘であった―― が据えられ

た。 ʻAlī uġūl 阿
ア

里
リー

大王
オグル

[と] 兄の D
¯
ū al-Qarnain ―― Dūā 篤哇

ドゥア

の h
̆
ās
̇
s
̇
≒emčü 梯己の

s
̇
āh
̇
ib司であった―― は，二人ともÏ里忽

ナ リ ク

の甥であった。篤哇
ドゥア

の子孫
ウルク

は，かれの地位に

對して，打ち碎かれ・ðみを斷たれ・抑えÓまれた。察
チャ

合
ガ

台
タイ

の子 Būrī 不里
ブ リ

の子 Ağīqī

oġul阿
ア

只
ジ

吉
キ

大王の息子 Ūruk<Örük�
オ

魯
ルク

は，かれに反抗し言った。「篤哇
ドゥア



の

兒子每
たち

の地

位根底
にたいし

，別人を他
かれ

每
ら

の座�・國
ウルス

の君�に在ら敎
し

むるとは，怎生
いかで

相應ならん？淸河の�る

にも盡管
かかわらず

，墓土を以て tayammum代淨が許されよう麽
か

？」。�
オ

魯
ルク

大王
オグル

がかれの座に定め

られた。�里忽
ナ リ ク

は知るや，騎乘の隨從たちとともに�去し，(200a) �
オ

魯
ルク

を捕え，直ちに

殺�した39)。敵どもにØ利・凱旋し，篤哇
ドゥア

の子孫
ウルク

について用心深くなり，政府の親
アイ

信
ナク

た

ち≒側ûたちに「俺
われ

每
ら

i
の

諸州≒國
ウルス

の利益たる策は，是
こ

れ，篤哇
ドゥア

i
の

ūrūġ<uruq 子孫
ウルク

／

aʼuruq老小營を完jに撲滅し，他
かれ

每i
ら の

後裔を�絕・斷絕せしむi
こと

(←俺
われ

每
ら

が) の裡
うち

に�る

也
ぞ

」とて相談した。ö問の臣僚たちの 1 人，Bah
̆
šiyār の子親

アイ

信
ナク

の Kirāī 怯
ケ

來
レイ

は直ちに

篤哇
ドゥア

の�年小の息子の Kebek 怯
ケ

別
ベク

に「自己をÏ里忽
ナ リ ク

の危Ûから守者
れ

。塗抹の企圖
くわだて

以て

篤哇
ドゥア

i
のもの

每
たち

都
みな

を狙擊し・隙を窺っ着
て

�
い

る也
ぞ

」とて警吿した。怯
ケ

別
ベク

は驚愕・茫然自失したま

ま，その恐怖・畏惧・Û怕・絕ðから Ūzun Bahādur<Uzun baʼatur の�に入って淚し，

呻き，不吉なる�命の時・審�の日々の抹殺に對し，助け・庇護を求め，Uzun の下肢を

摑み，企圖
くわだて

の狀況・Ï里忽
ナ リ ク

の事案を営べ立てた。Uzun baʼatur はかれに同®し，かれへ

の助力・敵たちの無力 を以て「高!な魂が體軀の裏
うち

に液れ"っ着
て

�
い

る限り，

Kūbak<Köpek怯
ケ

別
ベク

のÕ助者・荏持者で�る」との嚴肅なる誓いを飮んだ。そしてかれ

と「我は梯己の百騎と一同に，怯
ケ

別
ベク

と他
かれ

i
の

兄弟のAbūkān<Ebügen 也
エ

不
ブ

干
ゲン

は二百騎と一

同に敵たちの擊#に參集，狙擊すべし」とて，gängäš商量
そうだん

した。Uzun baʼatur が說
い

うに

は「matars休
な

恐れ者
そ

。maharās憂うること勿れ40)。o日，Ï里忽
ナ リ ク

i
の

祝'
ト イ

を以て，中閒・

閒隙の裏
うち

に乘じ者
よ

，我が好機に祝'
ト イ

から出で來よう。敵每
たち

がø
そ

i
れ

に耽溺する時分に，您
あなた

はÏ里忽
ナ リ ク

i
の

斡魯朶
オ ル ド

の四方從
よ

り諸火を點け者
よ

。俺
われ

每
ら

は三百の nökörô
ノコ

當
ル

と一同に$éに敵

每
たち

を打とう也
ぞ

，都
みな

撲滅しよう也
ぞ

」と。(かれらは) 斯樣に做
な

して，寢臺の上で泥醉した
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Ï里忽
ナ リ ク

にØ利し，ô
ノコ

當
ル

たち・息子たち諸共に殺した。�能でかれを王座に坐せしめた厭

わしき大臣も殺Ûした。臣僚たち・軍勢たちはその面
おもて

を Kūbak怯
ケ

別
ベク

に向け，察
チャ

合
ガ

台
タイ

の

國
ウルス

の瓜治權は，刀傷以てかれの上に確定・委託された。

三日後，相Çぐ敵の來襲のæ息 ―― Kīūk<Güyük 貴
グ

由
ユク

の息子 Tūgmā<Tügme

禿苦滅
ト ク メ

(禿麥)41) と Ğābār 察
チャ

八兒
パ ル

太子 (王)42) が三十萬の 軍
チェリク

とともに怯
ケ

別
ベク

の生命
いのち

を狙い

至りつつあること―― が知らされた。怯
ケ

別
ベク

は自身の兵士たちとともに Quyās<Qunās43)

の宿頓から出發し，T
¯
WYRMAYに安下した。かの陣地において，禿苦滅

ト ク メ

と察
チャ

八兒
パ ル

は軍

團の yāsāmīšī<Mon. ȷ̌asa整治を做
な

して，怯
ケ

別
ベク

を攻擊した。雙方より苛烈な戰闘・緊Úし

た�戰が&行した。怯
ケ

別
ベク

は潰走・#却し，かれの 軍
チェリク

は四方八方に散った。D
¯
ū

al-Qarnain の弟阿
ア

里
リー

大王
オグル

が大軍と共に Ūzkand兀思
ウ ズ

干
ケント

におり，(200b) 千戶の軍官 Araq

阿
ア

剌
ラク

と二人とも各々自身の軍團と共に怯
ケ

別
ベク

のÕ助を以て連合した。Mubārak-šah 木
ム

八剌
バ−ラク

沙
シャー

の息子 (孫) Šaih
̆
Tīmūr も[補2]，自身の軍團とともにÕ助・Õ護を示し，一緖に

禿苦滅
ト ク メ

の背後に4去した。兩勢は Qunās に於いて()した。½せざる邂逅の後，戰闘に

なった。禿苦滅
ト ク メ

は潰走し，Qalāūz<Qalaʼun/Qalawun 合剌
カ ラ

溫
ウン

と共に Turkistān �
トゥ

魯
ル

吉
キー

の

地の諸城鎭に入り，脫
トク

脫
トア

の il仲閒となった。怯
ケ

別
ベク

は一千騎をÆび，禿苦滅
ト ク メ

のõ跡に{わ

した。冬の季�に禿苦滅
ト ク メ

にõいつき，かれを捕獲し，殺した。春に歸Hした。

まさにこの時½に，H
̌
aišānk<Qaišan 海山

カイシャン

太子 (=武宗) を以て政權�替にÅんでおり，

皇E
カアン

の國
ウルス

の玉座に確立・安�し，察
チャ

八兒
パ ル

に信書を付與して，かれに對し分�の施惠・恩

惠・sīūrġāmīšī賞賜各種を以て命じ，「他
かれ

i
の

兄弟每
たち

のW
あるじ

・頭
かしら

に在ら敎
し

め者
よ

」とて，父の

座をかれに委付した。察
チャ

八兒
パ ル

は七千騎と一千五百	の鋪
ウ

馬
ラク

ともども，兄弟 Yāngičār<

Yangïčar仰
ヤン

吉
ギ

察
チャ

兒
ル
44)と一緖に皇E

カアン

の御4に出立した(=入覲)。皇E
カアン

はかれの娘たちを臣僚

たちに與え，后妃たちには自身の諸營盤
ユルト

に對して離去・收囘の批准を與えた45)。

いっぽう，怯
ケ

別
ベク

は Pūlād kūrkān<güregen孛
ボ

羅
ロト

駙
ギュレ

馬
ゲン

を書Ü以て皇E
カアン

の宮廷に{わした。

奏するには「Ï里忽
ナ リ ク

は俺
われ

每
ら

i
の

父親i
の

位階を强奪・橫領し着
て

�來
い た

。俺
われ

は大いなる上天i
の

氣

力の裏
うち

に，皇E
カアン

の福廕の裏
うち

に，他
かれ

から奪取し來也
た ぞ

。亦
ま

た禿苦滅
ト ク メ

也
も

敵
ヤギ

・,ú者と做
な

っ來
た

i
ことの

上頭
た め

，除去し來也
た ぞ

。今自
よ

り以後，皇E
カアン

根底
に

氣力
ちから

を添えるi
こと

を}い願う (俺
われ

は)」と。皇E
カアン

は，それを嘉
よみ

し，かれに sīūrġāmīšī賞賜を命じた。

察
チャ

合
ガ

台
タイ

の諸州の國
ウルス

の寶位は，怯
ケ

別
ベク

に落ち着き，かれへのÕ助・Õ護を命懸けで做
な

して

4去していた阿
ア

里
リー

大王
オグル

に婚姻を準備して丁重に慰撫し，H
̌
utan 斡

ホ

端
タン

(忽炭) の地土の諸

州・瓜治をかれに.け，�
トゥ

魯
ル

吉
キー

の地の疆域jてをかれの�斷・才覺Ç第となした。七つ

の yam (=Mon.ȷ̌am) 站
ジャム

をvmしてしまった後に，かれの踪跡に對して騎乘の隨從たちが

差し向けられ，結果，かれは>ばにô
ノコ

當
ル

たち諸共，卑劣・殘0に殺され，路の塵埃の

上に投棄された。何
なんと

者
なれば

，大膽不敵な丈夫
ますらお

，baʼatur 拔
バア

都
トゥ

兒
ル

≒勇士であったが故に，かれ

『オルジェイトゥ�』が語るアジキ大王の系�
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の,亂・bulγaq內亂
ブルガク

を恐れたのだった。

怯
ケ

別
ベク

は國
ウルス

の寶位を解き放ち3き淨め，Negüder捏苦4而
ネ グ デ ル

(Ï忽答兒) たちの集團およ

びHindustān (忻
ヒン

都
ドゥ

田地) の疆界に對して知事・長官だった長兄の也
エ

先
セン

不花
ブ カ

の根4に，「諸

州の寶位・王冠は諸々の混濁の瑕疵根底
か ら

3き淨め來也
た ぞ

(俺
われ

は)。(201a) 敵每
たち

を都
みな

打ち倒し

來也
た ぞ

(俺
われ

は)。王座を您
あなた

の爲に掌握・解放し來也
た ぞ

(俺
われ

は)。隨卽に日を夜 [までと／と共

に] 說
い

わず，面
おもて

を政府の tah
̆
tgāh御座f (都) に向けるべし。好久の½閒，寶位と王冠

がô
ノコ

當
ル

とW上無く殘っ着
て

�
い

る i
ところの

の 軍
チェリク

と國
ウルス

を識者
し れ

」とて，吉報を�えた信書をùった。

也
エ

先
セン

不花
ブ カ

は，この吉報の喜訊によって，與えられし生命を，吹かれ飛びゆく6世の身よ

り歡喜・興奮に震えんとて願った。�年少の弟 Īt-qūl<Ït-qol/It-qol に自身の座を以て

捏苦4而
ネ グ デ ル

たちの頭
かしら

に据えて，Bīnī-yi gāū (牛の7)46) の營盤
ユルト

から阿母
ア ム

河の方角に，面
おもて

を

察
チャ

合
ガ

台
ダイ

の御座f・Qunās に向け，稻妻・液星のように，�移に�移，4去し續けた。政

府本部の疆域に到着すると，怯
ケ

別
ベク

は直ちに政府の8石たちとともに，かれを出9えた。

對面にあたっては，成
チン

吉思
ギ ス

汗
カン

の ūruġ子孫
ウルク

の 諸
もろもろ

の慣
・體例の如く，みなTを頭から脫

ぎ，帶を項に架け，也
エ

先
セン

不花
ブ カ

大王を王國≒國
ウルス

の寶位に卽位させた。かれは王國の寶位に

確立すると，弟怯
ケ

別
ベク

を Farġānah の諸州・Mā warāʼ al-nahr の田地 (邦土) の守護，さら

には Kiš碣
ケ

石
シュ

と Nah
̆
šabø黑

ナ フ

沙
シャ

不
ブ

の疆域に{わした。ちなみに，暴動・,亂・內亂
ブルガク

の時ま

で，かれはかの疆域にて yāīlāmīšī�夏をなしていたのだった。

ほかに，この歲の數箇
，臣僚の [Tarmatas/Tarmatāz] 答里ï
ダ ル マ

塔思
タ ス

が Rūm の田地

に�{されたが，Qunqūrtāī<Qonqoltai 晃
コン

火兒
コ ル

台
タイ

の息子 Qūrumīšī<Qurumši 忽
ク

林
ルム

失
シ

――暴燥・延怒・錯亂がかれの行動を制壓・荏�しており，かれの營盤
ユルト

は Rūm諸國の疆

域に屬するMūš の地土の宿頓に在った―― が高官たる四子とともに扎撒
ジャサク

の敕命の裏
うち

に

入去せ�
し

め被
ら

れ來
た

ためである。712A. H. 5� (1312年 9� 4日〜10� 3日) に歸Hした。

附 記

本稿は，	部科學省科學硏究費補助金 (基盤硏究 C) 19K00939「東西w料からみたモンゴル，ポ

スト･モンゴル時代の軍事と外�」による硏究成果の一部である。

�

1 ) 『元�』卷一二〇「札八兒火者傳」

2 ) 『元�』卷二十一「成宗本紀四」“[大德十年三
 (1306 年 4
 14 日〜5
 12 日) 乙未] 給千

家木思
ム ス

答
タ

伯
フィー

部糧三
”は，あるいは歸H後の慰勞金かもしれない。
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3 ) 原	は，

となっている。後揭¯ 6 に擧げる校訂本・È譯では，“察
チャ

八兒
パ ル

の�臣
エルチ

たちの名は，①札
ジャ

剌
ラ

兒
イル

一

門の也
エ

先
セン

帖
テ

木兒
ム ル

で，かれの本來の名は Ğaʻfar である ②Qāvġatāī千戶に屬する Ūrus bahādur

斡羅思
オ ロ ス

拔
バア

都
トゥ

兒
ル

”と解するが，そうであるなら の後に關係代名詞の を置いて說oする

のが�vではなかろうか。 と の閒にほんらい別の人名と があった，すなわち“小名が

Ğaʻfar である□□”だった可能性もある。土
ドゥ

哇
ア

の�臣
エルチ

たちについては 2箇f が脫落している。

あるいは，カーシャーニーの自筆原稿では は書かれておらず，代わりにそれぞれ空格・本名

を確tして記入するための空欄が設けられていたのかもしれない。いずれにせよ，皇E
カアン

および

土
ドゥ

哇
ア

の�臣
エルチ

たちの列擧法からすると，ここの箇fは不自然である。

4 ) ウイグル	字では TOOA と綴られる。漢字¶からすればドゥワと讀む可能性が高いが，

TOWAとは記していないので，ドゥアと表記する。Geng Shimin et James Hamilton, Lʼinscrip-

tion Ouïgoure de la stele commemorative des Iduq Qut de Qočo, Turcica, Tome18, 1981, 亦Ö眞

「至正二十二年蒙古	õ封西寧王忻都碑」(『中國民族古	字硏究會第二Ç學E討論會論	』

1983 年 10
 のち『亦Ö眞蒙古學	集』內蒙古人民出版社 2001 年 pp. 627-746. に收錄)。

5 ) ほかの箇fでは，manqlāīと綴られることが多い。

6 ) Abūʼl-Qāsim ʻAbd-Allāh bn. Muh
̇
ammad al-Qāshānī, Tārīh

̆
-i Ūljāītū Sult

¯
ān, MS : Istanbul,

Süleymaniye kütüphanesi, Ayasofya3019/3, f. 150a, f. 154a, f. 154b,MS : Paris, BnF, suppl. persan

1419, f. 21b, f. 28b, M. Hamblī (ed), Tārīh
̆
-i Ūljāītū, Tehrān, 1969, pp. 31-32, pp. 41-42, M.

Parvisi-Beger, Die Chronik des Qāšānī über den Ilchan Ölğäitü (1304-1316) : Edition und

kommentierte Übersetzung, Göttingen, 1968, p. 39, pp. 48-49, text, p. 31, pp. 42-43.

7 ) 國事に參與していた宰相ラシードゥッディーンには�り得ないm失である。『ガザンの吉祥な

る歷�』の「ガザン・カン紀」の記事 (イスタンブル本系瓜のテキストでは，卽位後の記事か

ら) は，イスラームへの入信との關係で，あえてテュルク・モンゴル曆を附していなかった。

ここでカーシャーニーが形式iに復活させていることは，『集�』第二部のみならず第一部も

自身の著営だとW張したいがための，證據づくりにも見える。なお，カイドゥの死も，『ガザ

ンの吉祥なる歷�』やジャマール・カルシーの『o解辭典補g』の記営より一年遲くなってい

る。宮紀子『モンゴル時代の「知」の東西』(名古屋大學出版會 2018年 pp. 939-940.)

8 ) D
¯
ail-i Ğāmi‛ al-Tavārīh

̆
, MS : Paris, BnF, suppl. persan209, f. 443a-483b, MS : Istanbul, Nur-

Osmaniye 3271, f. 1b-38a.

9 ) D
¯
ail-i Ğāmi‛ al-Tavārīh

̆
, MS : Paris, f. 447b. l. 1-11, MS : Istanbul, f. 5a. l. 18-f. 5b. l. 1-2.

10) Rashīd al-Dīn Fazl-Allāh Hamadānī, Majmū‘ah-yi Rashīdīyah(Mabāh
̇
ith-i Sult

̇
ānīyah), MS :

Istanbul, Nur-Osmaniye3415, f. 117a-146a, MS : Iran, Gulistan Palace2235, f. 170b- 175b.『モン

ゴル時代の「知」の東西』p. 609.

11) A. Mostaert& F.W. Cleaves, Les letters de 1289 et 1305 des Ilkhan Arγun et Ölȷ̌eitü à Philippe le

Bel, Harvard-Yenching Institute, 1962, pp. 55-56, planche Ⅶ-Ⅻ

12) Tārīh
̆
-i Ūljāītū Sult

¯
ān, MS : Istanbul, f. 151b-152a, MS : Paris, f. 24a, Tārīh

̆
-i Ūljāītū, p. 35, Die

Chronik des Qāšānī über den Ilchan Ölğäitü (1304-1316), p. 42, text, p. 35.

13) Shihāb al-Dīn ʻAbd-Allāh Sharaf Shīrāzī, Tajziyat al-Ams
̇
ār wa Tazjiyat al-Aʼs

̇
ār, (Taʼrīh

̆
-i
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Vas
̇
s
̇
āf), Bombey, p. 509,MS : Istanbul, Nur-osmaniye3207, f. 194b. ちなみに，杉山正o「ふたつ

のチャガタイ家」(『o淸時代の政治と社會』1983 年 のち『モンゴルE國と大元ウルス』京都

大學學E出版會 2004 年 pp. 288-333. に收錄) の p. 308に引用される『ヴァッサーフ�』は，

正しくは“Činggiz-qan の後裔のうち，Büri の曾孫，Ah
̇
mad の孫，Šadi の子たる Türe oġul”

である。

Šu‘ab-i Panğgānah,MS : Istanbul, Topkapı SarayıMüsesi Kütüphanesi, Ahmet 2937, f. 104a./Mu

‘izz al-Ansāb,MS : Paris, BnF, Ancien fond Persan67, f. 9a-11b.

Yīsūkāī-Bahādur ―― Ğūčī-Qāsār ―― Bāqah ―― Abkān 也
エ

不
ブ

干
ゲン

――Tīmūr 帖
テ

木兒
ム ル

・

Bābā-bahādur八八
バ バ

拔
バア

都兒
ト ル

H
̇
āfiz
¯
Abrū, Zubdat al-Tavārīh

̆
-i Bāysunġurī, MS : Istanbul, Fatif4370/1, f. 21a.

イェスゲイ・バアトル (チンギス・カンの父だった) の子ジョチ・カサルの子 Baġad の子

AMKAN<Emegen 也
エ

滅
メ

干
ゲン

の子 ANWKAN<也
エ

不
ブ

干
ゲン

の子八八
バ バ

拔
バア

都兒
ト ル

の子 Sūdāī<Sutaié
ス

台
タイ

の子T
¯
uġā-tīmūr<Tuqa-temür脫哈

ト カ

帖
テ

木兒
ム ル

に pādšāh君W／汗
カン

の名號が與えられていた。

14) Ğāmi‛ al-Tavārīh
̆
, MS : Paris, BnF, suppl. persan209, f. 174b, MS : Istanbul, Topkapı Sarayı

Müzesi, Kütüphanesi, Revan1518, f. 136a, f. 138a, MS : Taškent, Abū Rayhun Bīrūnī Institute of

Oriental Studies, 1620, f. 107b, f. 109b.

15) Tārīh
̆
-i Ūljāītū Sult

¯
ān,MS : Istanbul, f. 159b,MS : Paris, f. 37a,Tārīh

̆
-i Ūljāītū, p. 54, Die Chronik

des Qāšānī über den Ilchan Ölğäitü (1304-1316), p. 58, text, p. 54. D
¯
ail-i Ğāmi‛ al-Tavārīh

̆
,

MS : Paris, f. 450a, MS : Istanbul, f. 7b.

16) Ğāmi‛ al-Tavārīh
̆
,MS : Paris, f. 174b,MS : Istanbul, f. 136a, f. 138a,MS : Taškent, f. 107b, f. 109b.

17) Ğāmi‛ al-Tavārīh
̆
, MS : Istanbul, f. 273b, MS : Taškent, f. 246a.

18) Ğāmi‛ al-Tavārīh
̆
, MS : Paris, f. 337b, MS : Istanbul, f. 272a, MS : Taškent, f. 244b.

19) Ğāmi‛ al-Tavārīh
̆
, MS ; Rampur, Raza Library, 2015, p. 52, St. Petersburg, PNS46, f. 111a.

察
チャ

合
ガ

台
タイ

の第 8子撒兒
サ ル

蠻
バン

：かれにはふたりの息子があった。Qūšīqai・Nīkbāī。

Ğāmi‛ al-Tavārīh
̆
, MS : Paris, f. 212b, MS : Istanbul, f. 170a, f. 171b, MS : Taškent, f. 142a.

察
チャ

合
ガ

台
タイ

の第 4 子撒兒
サ ル

蠻
バン

：かれにはふたりの息子がいる。[かれらの名4は] Qūšīqai・

Nīkbāī。

Šu‘ab-i Panğgānah, f. 121b, Mu‘izz al-Ansāb, MS : Paris, f. 36b.

Ğīnkkīz h
̆
ān/Ğinkīz h

̆
ān――Ğādāī h

̆
ān/Ğāġatāī h

̆
ān――Sārbān――Nīkbai

Ğāmi‛ al-Tavārīh
̆
,MS : Rampur, p. 59, St. Petersburg, f. 113b,MS : London, BL, 16688, f. 17b,MS :

Paris, f. 216b, MS : Istanbul, f. 174b, MS : Taškent, f. 145a.

Bālāq八
バ

剌
ラク

の死後，[察
チャ

合
ガ

台
タイ

／かの] 國
ウルス

の瓜治權は，かれの從兄弟，[撒兒
サ ル

蠻
バン

／撒兒
サ ル

蠻
マン

] の

子の Nīkbai捏
ネ

古
グ

伯
ベイ

に與えられた。三年閒，君 W
パードシャー

(≒汗
カン

) であった。そのご，察
チャ

合
ガ

台
タイ

の

第 7子であったQadāqī※の息子の Būqā-Tīmūr不花
ブ カ

帖
テ

木兒
ム ル

に與えられ，しばらく君 W
パードシャー

で

あったが，脫毛症に苦しむこととなった。かれのjての髮・鬚が拔け，その疾病の裡に身

罷った。かれの後は，海
カイ

都
ドゥ

がかの國
ウルス

の瓜治權を八
バ

剌
ラク

の息子の Dūā都
ドゥ

瓦
ア

に與えた。そして

現在，かれが居るが，昨年 [A. H. 610 年]，海
カイ

都
ドゥ

と一緖に，皇E
カアン

の軍勢との戰闘裡に傷を

喰らったために，病氣・虛�である。海
カイ

都
ドゥ

はその傷によって [死んだ／bくなった]。か

たや都
ドゥ

瓦
ア

はそれから病氣 [が續いたが／となったが]，[その] davā治療ができなかった。

[ç安アレ]

※イスタンブル本，タシュケント本は Qadāqīをチャガタイの第 7 子の欄からæしておき

ながら，ここの箇fを訂正するのを忘れている。¯ 39參照。
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20) 『モンゴル時代の「知」の東西』p. 942.

21) Ğāmi‛ al-Tavārīh
̆
, MS : Paris, suppl. persan209, f. 175b, MS : Paris, suppl. persan1113, f. 132a.

[Ūktāī窩闊
オ ゴ

台
デイ

皇E
カアン

の第 6子 Qadān uġūl 合丹大王の子] ④ Yayah爺爺
イェイェ

：かれも海
カイ

都
ドゥ

の隨從

であった。2人の息子をもうけていた。(1) Urūk-Tīmūr�魯
オルク

帖木兒
テ ム ル

(2) Īš-Tīmūr。この


魯
オルク

帖木兒
テ ム ル

は [を]，海
カイ

都
ドゥ

を [は] H
̌
urāsān の境界に�{していた。ナウルーズが¸bし

てかの方面に [あった] 時分，
魯
オルク

帖木兒
テ ム ル

と一緖にいて，自身の娘をかれに與えた…11人

の息子をもうけていた。Kūrasībah 曲列失
ク レ シ

伯
ベ

・Tūqlūq-Būqā・Qūtlūq-H
̌
w
̇
āğah・Būīlūq-

Tīmūr・Abāčī・Kūčah-Tīmūr・Ğīn-Tīmūr・Ğīn-Būlād・Alġūn・Muh
̇
ammad・ʻAlī…

Ğāmi‛ al-Tavārīh
̆
, MS : Istanbul, f. 136b-137a, f. 138b, MS : Taškent, f. 108a-108b, f. 110a.

[Ūktāī窩闊
オ ゴ

台
デイ

皇E
カアン

の第 6子 Qadān uġūl 合丹大王の子] ④ Yayah爺爺
イェイェ

：かれも海
カイ

都
ドゥ

の隨從

であった。2 人の息子をもうけていた。(1) Urūk-Tīmūr 
魯
オルク

帖木兒
テ ム ル

(2) Īšī-Tīmūr…

⑦ Āğīqī阿
ア

只
ジ

吉
キ

：�魯
オルク

帖木兒
テ ム ル

という名の 1人の息子をもうけた。この
魯
オルク

帖木兒
テ ム ル

を，海
カイ

都
ドゥ

は H
̌
urāsān の境界に�{していた。臣僚 (≒ 官人

ノヤン

) のナウルーズが¸bして河の向こ

う側に去
い

った時分，
魯
オルク

帖木兒
テ ム ル

と一緖にいて，自身の娘をかれに與えた…11人の息子を

もうけていた。順序は以下のとおり。Kūrasbah・Tūqlūq-Būqā・Qūtlūq-H
̌
w
̇
āğah・

Qutluġ-Tīmūr・Ābāčī・Kūčah-Tīmūr・Ğīb-Tīmūr・Ğīn-Būlād・Alġūn・Muh
̇
ammad・

ʻAlī※…

※系圖では，阿
ア

只
ジ

吉
キ

の子は�魯
オルク

となっており，11人の息子は古い®報すなわち爺爺
イェイェ

―�魯
オルク

帖木兒
テ ム ル

―に繫げたままである。

Šu‘ab-i Panğgānah, f. 127a, Mu‘izz al-Ansāb, MS : Paris, f. 42b.

Čīnggīz h
̆
ān/Čīngīz h

̆
ān――Ūkdai h

̆
ān/Ūkdai Qāān――Qādāqān ūġūl/Qadān uġūl

――Yāyah/Yayah――Urūk-Tīmūr/Uruk-Tīmūr

阿
ア

只
ジ

吉
キ

と
魯
オルク

帖木兒
テ ム ル

の父子の®報は記入されていない。g®報だとt識したからだろう。

Tārīh
̆
-i Ūljāītū Sult

¯
ān, MS : Istanbul, f. 231a, MS : Paris, f. 138b, Tārīh

̆
-i Ūljāītū, p. 217, Die

Chronik des Qāšānī über den Ilchan Ölğäitü (1304-1316), p. 182, text, p. 215.

Qadān の子 Yayahの子 Ūruk-Tīmūrの息子Qūtlūq-h
̆
w
̇
āğah

22) ¯ 39參照。

23) 『元�』卷四「世祖本紀一」“中瓜元年春三
戊辰，車駕至開ç。親王合
カ

丹
ダアン

・阿
ア

只
ジ

吉
キ

µ西>諸

王，塔察
タガチャ

兒
ル

・也
イェ

先
スン

哥
ゲ

・忽剌忽兒
ク ラ ク ル

・爪
ジャウ

都
トゥ

µ東>諸王，皆來會，與諸大臣勸&”。

24) 『元�』卷六十「地理志三」，卷六十三「地理志六」，『定襄金石攷』卷三「故邢氏�行之銘」，

『秋澗先生大j	集』卷八十一「中堂事記・中」[中瓜二年夏六
二日壬辰]，『滋溪	稿』卷二

十三「元故參知政事王憲穆公行狀」，『大元馬政記』(『廣倉學宭叢書』甲類第一集) 14b-15a

「刷馬」，『大元í政國`典違』卷五十二「𠛬部十四・詐僞」《詐》【詐寫大王令旨】，卷四十六

「𠛬部八・諸贓」《取�》【替閑官員犯贓】，卷九「�部三・官制」《投下》【投下不得勾職官】，

卷二十七「戶部十三・錢債」《斡脫錢》【斡脫錢爲民者倚閣】，『モンゴル時代の「知」の東西』

p. 665, p. 726, p. 807.

25) 『モンゴル時代の「知」の東西』p. 739.

26) 杉山正o「ふたつのチャガタイ家」。ちなみに，『ヴァッサーフ�』第 4卷には，『オルジェイ

トゥ�』の A. H. 704 の大��團に對應する記事【海
カイ

都
ドゥ

の勾當の結末とかれの子察
チャ

八兒
パ ル

大王へ

の代替わり】とは別に，オルジェイトゥ・スルタンの卽位の祝賀と大
イェケ

蒙
モン

古
ゴル

國
ウルス

j體の=和のた

めの大��團の記事【高貴なる名號，成
チン

吉思
ギ ス

汗
カン

の後裔
ウルク

閒の歲賜に關する tungqal ȷ̌arliq宣諭í

旨を將
も

ち來る皇E
カアン

の�臣
エルチ

の到着】があり，後者の大��團は“13 の投下
アイマク

(= 大映諸王) を

『オルジェイトゥ�』が語るアジキ大王の系�
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ôった皇E
カアン

の�臣たち，400 	の舖
ウ

馬
ラク

を擁する海
カイ

都
ドゥ

の (子) 察
チャ

八兒
パ ル

と土
ドゥ

哇
ア

，火
コ

尼
ニ

赤
チ

と

TRSW>Tersü 帖兒é
テ ル ス

，出
チュ

伯
ベイ

と哈
カ

班
バン

，忽
ク

都魯
トゥルク

火者
ホージャ

(『高貴系�』によると，チャガタイ家ム

バーラク・シャ―の孫で，シャイフ・テムルの兄弟もしくは子／從兄弟。オゴデイ家のオル

グ・テムルの子の可能性もある。¯ 21參照) とその他諸大王たちの�臣たち”からp成され

たという。Taʼrīh
̆
-i Vas

̇
s
̇
āf, Bombey, pp. 449-455, pp. 475-477, MS : Istanbul, f. 92b-101a, f.

134b-137b, Mu‘izz al-Ansāb, MS : Paris, f. 34b-35a, MS : London, BL, Or. 467, f. 35b, MS : f.

36b-37a, MS : India, Maurana Azad Library, No. 41/42, f. 36b f. 37a.

27) Tārīh
̆
-i Ūljāītū Sult

¯
ān, MS : Istanbul, f. 198b. l. 2-f. 201. l. 16, MS : Paris, f. 96a. l. 9-f. 100a. l. 19,

Tārīh
̆
-i Ūljāītū, p. 144. l. 6-p. 150. l. 12, Die Chronik des Qāšānī über den Ilchan Ölğäitü

(1304-1316), p. 126. l. 27-p. 132. l. 29, pp. 230-231, text, p. 142. l. 16-p. 149. l. 20, D
¯
ail-i Ğāmi‛

al-Tavārīh
̆
MS : Paris, f. 469b. l. 14-l. 21, f. 482b. l. 18-Istanbul, f. 25a. l. 11-19, f. 37b-38a.

28) Ğāmi‛ al-Tavārīh
̆
, MS : Rampur, p. 25, MS : St. Petersburg, f. 103a, MS : Paris, f. 201b-202a, f.

103a, MS : Istanbul, f. 158b-159a, f. 162b, MS : Taškent, f. 131a-131b.

Tūqūqān/Tūqān脫歡の第 2子Munkā Tīmūr<Möngke-Temür忙
モン

哥帖
ケ テ

木兒
ム ル

：この忙
モン

哥帖
ケ テ

木兒
ム ル

には h
̆
ātūn<qatun后妃たち・妻妾たちがいており，より大なる三人の后妃の名が�

oしている。(第一は) Qūnqūrāt 弘
コン

吉
ギ

剌
ラト

族の Ūlğāī<Öl ȷ̌ei 完者
オルジェイ

，(第二は) Ūšīn 許兀
フ ウ

愼
シン

族の Sult
¯
ān算灘

スルタン

妃子，(第三は) □□族のQūtūī忽
ク

推
トゥイ

妃子。10人の息子をもうけている。

詳細・順序は以下のvり。①Alqūī ╱ Alqū 阿魯灰 ②Ayāčī 阿
ア

牙
ヤ

赤
チ

/Abāčī 阿八
ア バ

赤
チ

③

Tūdākān ④ Būrlūk/Būrkūk ⑤ Tūqtuā /Tūqtāī 脫脫 ⑥ Sarāī-Būqā ⑦ Hūlāqāī ⑧

Qadān 哈丹 ⑨ Qūdūqān ⑩ T
¯
uġrīlğah 脫憐察

トクリルチャ

：[息子がひとりいる。かれの名は

Ūzbāk

ウ

卽
ズ

伯
ベク

／息子がひとりいる。Ūzbik]。

※イスタンブル本の系圖は，忙
モン

哥帖
ケ テ

木兒
ム ル

の子供たちをgって Tūqān の第一子 Tāribūに繫

いでいる。

Šu‘ab-i Panğgānah, f. 112b-f. 113a.

Čīnggīz h
̆
ān――Ğūčī h

̆
ān――Bātū――Tūqūqān――Mūnkkā Tīmūr――T

¯
uġrīlčah――

Ūzbāk

Mu‘izz al-Ansāb, MS : Paris, f. 20b-f. 22a.

Čīngīz h
̆
ān――Ğūčī h

̆
ān――Bātū――Tūqān――Mūnkā Tīmūr――T

¯
uġrīlčah――Ūzbak

h
̆
ān


ウ

卽
ズ

伯
ベク

汗
カン

――Ğānībīk 札尼別――Bīrdībīk

29) Tārīh
̆
-i Ūljāītū Sult

¯
ān,MS : Istanbul, f. 174b,MS : Paris, f. 59b,Tārīh

̆
-i Ūljāītū, p. 89, Die Chronik

des Qāšānī über den Ilchan Ölğäitü (1304-1316), p. 82, text, p. 87.

[A. H. 709 年] 12
 29 日 (1310 年 5
 30 日) に，朮
ジュ

赤
チ

國
ウルス

の君W Tūqtā 脫
トク

脫
タ

の�臣
エルチ

たち

が aʼulȷ̌a拜見し，賞賜の榮譽に浴した。

とある。

30) Ğāmi‛al-Tavārīh
̆
, MS : Rampur, pp. 19-21, MS : Paris, f. 198a-199b, MS : Istanbul, f. 156a-157a,

f. 162a, MS : Taškent, f. 128b-129b

目下，Ūrdah斡兒
オ ル

答
ダ

の國
ウルス

の君Wである火
コ

你
ニ

赤
チ

の子伯
バ

顏
ヤン

は，かれの從兄弟の Kūplukがか

れに反抗していて，かれをおそれるため，[拔
バ

都
トゥ

／かれ] の國
ウルス

の君WたるTūqtā 脫
トク

脫
タ

の邦

土の疆域の先にきて，qūrīrtāī聚會
クリルタ

の名目でかれのもとに4去していた。のちほどその物

語の詳細が営べられるはずの如くに。

[Ğūčī h
̆
ān の第一子斡兒

オ ル

答
ダ

の第一子 Sartāqtāī撒里
サ ル

答
タク

台
タイ

の子] 火
コ

你
ニ

赤
チ

の第一子伯
バ

顏
ヤン

：…現在，

伯
バ

顏
ヤン

は自身の父火
コ

你
ニ

赤
チ

の座Çに坐して，體例に依ってかれの父の國
ウルス

を治めている。イス
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ラームの君W―― [神ヨ] 彼ノ王國ヲ永Àタラシメタマエ (=ガザン) に友®を£き，示

したいと願っており，�臣
エルチ

たちを絕え閒なく�{している。これより4，Qūtūqū の子

Tīmūr-Būqāの子 Kūblukが「在4は，俺i
の

父が國
ウルス

を治め着
て

�來
い た

。相續せ敎
し

め者
よ

」とW

張して蜂\し，海
カイ

都
ドゥ

と土
ドゥ

哇
ア

から軍勢を得て，突如伯
バ

顏
ヤン

を襲ってきた。伯
バ

顏
ヤン

は敗走し，拔
バ

都
トゥ

の繼承者たる Tūqtā 脫
トク

脫
タ

の邦土の疆域に去
ゆ

き下馬した…第二子 Bāğqīrtāī：…第三子：

Čaġān-Būqā…第四子： Māqūdāī…

Šu‘ab-i Panğgānah, f. 108b.

Čīnggīz h
̆
ān 成

チン

吉思
ギ ス

汗
カン

――Ğūčī h
̆
ān 朮

ジョ

赤
チ

汗
カン

――Ūrdah 斡兒
オ ル

答
ダ

――Sarātaqtai 撒里
サ ル

答
タク

――Qūnīčī火
コ

你
ニ

赤
チ
※――Bāyān・Bāšqīrattay・Čaġān-Būqā・Mātūdāī

※この火
コ

你
ニ

赤
チ

は皇E
カアン

の“tūrūq<Mon. turuq倚仗”と呼ばれている。

Mu‘izz al-Ansāb, MS : Paris, f. 18a-19b.

Čīngīz h
̆
ān――Ğūčī h

̆
ān――Ūrdah――Sartāqtai――Qūnīčī※ ――Bāyān・Čaġān-Būqā・

Bātūdāī・ Bāšqirt

※この火
コ

你
ニ

赤
チ

は長�閒，斡兒
オ ル

答
ダ

の 國
ウルス

の荏�者であった。車での移動に，どんな馬でも

引っ張れないほど肥えていた。日夜，衞兵たちが，かれを死んでしまうような寢方をし

ないように，脂肪が氣>を塞がないように監視していたが，結局は，ああ御救いくださ

れ！眠りこみ，かれの喉の脂肪が隆\して身罷った。

なお，MWMKQTAYはMātūdāī/Māqūdāīに對する蔑稱だろう。

31) Ğāmi‛ al-Tavārīh
̆
, MS : Rampur, pp. 23-24.

[Ğūčī h
̆
ān の第一子] 斡兒

オ ル

答
ダ

の第 6 子 Qūtūqūī：かれには 2人の大后がいたのであった。

ひとりは Sūlūqān 后
カトン

という名 [で 族の出身]，もうひとりの名はTūbārğīn で欽察
キプチャク

た

ちの部族の出身。かのじょたちから 2 人の息子をもうけた。Tīmūr-Būqā，Ūlqūtū。

Qūtūqūīの第一子 Tīmūr-Būqā：かれには 4人の大后がいたのであった。第一は弘
コン

吉
ギ

剌
ラト

族

の Tīsūr官人
ノヤン

の娘 Kūkğīn…上営のこれらの后妃たちから 6人の子をもうけている。詳細

と順序は以下のとおり。Kūīluk：Kūkğīn から生まれた。Tūqā-Tīmūr，Ğāngqūt，

Būqā-Tīmūr，Sāsī，Ūšānān：かれも Kūkğīn から生まれた。斡兒
オ ル

答
ダ

の第 7 子 Hūlāūū

旭烈兀
フ レ グ

：この Hūlāgūは Tankqūt西夏
タングト

族の妻妾から，彼女の名は Armūk Īgāčī<egeči姐

姐，髮が地面に屆かんばかりにひじょうに長かった。かれには子女たちが無かった。ç安

アレ。

Ğāmi‛ al-Tavārīh
̆
, MS : Paris, f. 200b, MS : Istanbul, f. 158a, f. 162a, MS : Taškent, f. 130b.

[Ğūčī h
̆
ān の第一子] 斡兒

オ ル

答
ダ

の第 6 子 Qūtūqūī：かれも子女たちがいたのかいなかったの

かoらかでない。斡兒
オ ル

答
ダ

の第 7 子 Hūlāgū旭烈兀
フ レ グ

：かれには 2人の大后がいたのであった。

ひとりは Sūlūqū/Sūlūqān 后
カトン

という名 [で 族の出身]，もうひとりの名は Qūtārğīn/

Tūrbārğīn で欽察
キプチャク

たちの部族の出身。かのじょたちから 2人の息子をもうけた。[ひとり

は] Tīmūr-Būqā，[もうひとりは] Ūlqūtū [という名。神ヨç安アレカシ]。旭烈兀
フ レ グ

の

[息子の／第一子] Tīmūr-Būqā：かれには 4人の大后がいたのであった。第一は弘
コン

吉
ギ

剌
ラト

族の Tīsū官人
ノヤン

の娘 Kūkğīn…上営のこれらの后妃たちは 6人の子をもうけている。[順序

は以下のとおり] Kūīluk/Kūbluk：Kūkğīn から生まれた。Tūqā-Tīmūr，H
̇
āngqūn/

Ğāngqūt，Būqā-Tīmūr，Sāsī，Ūsānān：かれも Kūkğīn から生まれた。旭烈兀
フ レ グ

の第二子

Ūlqūtū：…

※系圖の®報も同じ。

Šu‘ab-i Panğgānah, f. 108b, Mu‘izz al-Ansāb, MS : Paris, f. 18b-19b.
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Čīnggīz h
̆
ān/Čīngīz h

̆
ān――Ğūčī h

̆
ān――Ūrdah――Hūlāgū/Hūlāūū

Šu‘ab-i Panğgānah, f. 111b, Mu‘izz al-Ansāb, MS : Paris, f. 20a.

Čīnggīz h
̆
ān/Čīngīz h

̆
ān――Ğūčī h

̆
ān――Ūrdah――Qūtūqūī――Tīmūr-Būqā――

Kūpālāk/Kūbluk※・Tūqā-Tīmūr・Ğāngqūn/Ğāngqūt・Būqā-Tīmūr・Sāsī・Ūšānān/

Ūsānān

※この Kūpālāk は 3人の子供をもうけたといわれている。かれの子供たちがbくなってし

まうと，かれらの名4は短½閒の經mのうちに轉じてしまった。かれらの名4が確かで

なく，記錄されなかったために。これは，かれらの�臣たちの口営ではないが，息子た

ちがあったことがわかるように，その正方形の枠を描いておこう (われらは)／この

Kūbluk はø當な息子たちがÇ々に身罷って，短½閒に轉じてしまった。かれらの名4

は確かでなく記錄されなかったために。，

32) Ğāmi‛ al-Tavārīh
̆
, MS : Rampur, p. 25, MS : Paris, f. 201b-202a, MS : St. Petersburg, f. 103a, MS :

Istanbul, f. 159a, f. 162b, MS : Taškent, f. 131b.

Tūqtuā /Tūqtāī脫脫：Mangū h
̆
ān/Mangggū h

̆
ān/Munggū qān蒙

モン

哥
ケ

皇�
カアン

の姉妹 Kilmīš

怯里�
ケ ル ミ

失
シュ

(可里美思) aqā阿哈
ア カ

――Sālğīdāī撒朮帶駙
ギュレ

馬
ゲン

の妻であった――の娘完者
オルジェイ

妃子

より生まれた。現在，朮
ジョ

赤
チ

の 國
ウルス

の 君 �
パードシャー

はかれである。二人の后妃をもち，ひとりは

Būlġān 不魯
ブ ル

罕
ガン

，[もう一人の弘
コン

吉
ギ

剌
ラト

族の Tūkūlčah からはひとりの息子をもうけている。

Yābūšという名／そのうちもう一人は弘
コン

吉
ギ

剌
ラト

族のTūkūlčah で三人の息子がいる。詳細は

以下のvり。Yābūš/Yābarūš/，Ankiyar/Īl-basār，Tūkil-Būqā]

Šu‘ab-i Panğgānah, f. 113a.

Čīnggīz h
̆
ān――Ğūčī h

̆
ān――Bātū――Tūqūqān――Mūnkkā Tīmūr――Tūqtuā――

Tūkāl-Būqā・Īl-Bāsār・Tūkīl-Būqā

Mu‘izz al-Ansāb, MS : Paris, f. 21b-f. 22a.

Čīngīz h
̆
ān――Ğūčī h

̆
ān――Bātū――Tūqān――Mūnkā Tīmūr――Tūqtuā――Tūkal-

Būqā・Bātū-taš?・Īl-Bāsār

33) Ğāmi‛al-Tavārīh
̆
, MS : Rampur, p. 49, MS : St. Petersburg, PNS46, f. 109b.

察
チャ

合
ガ

台
タイ

の第 2子 Mūā-tūkān：…Mūā-tūkānの第 2子 Īsūn-tūā也
イ

孫禿
スントゥ

阿
ア

：この也
イ

孫禿
スントゥ

阿
ア

には 3人の息子がいたのである。詳細と順序は以下のvり。①Mūmīn：かれの名は yayah

爺爺 ② Barāq 八
バ

剌
ラク

：かれには 4 人の息子がいた。Bik-Timur 別
ベク

帖
テ

木兒
ム ル

，Dūā 都
ドゥ

哇
ア

，

Būzmah卜思
ブ ス

巴
バ

，Ūlāday /Ūlādāī兀剌
ウ ラ

薫
ダイ

③ Basār 八撒兒
バ サ ル

Ğāmi‛al-Tavārīh
̆
, MS : Paris, BnF, suppl. persan209, f. 210b-211a.

察
チャ

合
ガ

台
タイ

の第 2子Mūā-tūkān：…Mūā-tūkānの第 3子 Īsū-tūā：かれには 3人の息子がい

たのである。詳細と順序は以下のvり。第一はMūmīn。かれには 2人の息子がいる。一

番目の名は yayah。かれの息子の名は Bīlgah-Tīmūr。二番目の名は Urūk。第二は Barāq。

かれには 5 人の息子がいた。Bik-Timur，Dūā，Tūqbah，Ūlādāī，Būzmah。第三は

Basār：阿八合
ア バ カ

汗
カン

が，Qarāūnās の排除のため哈烈
ヘラート

に4去した歲に，阿合
ア フ

馬
マド

がH
̌
urāsān から

¸げて來た時分に，此處に歸附してきた。臣僚たちがかれを殺した。

Ğāmi‛al-Tavārīh
̆
, MS : Istanbul, f. 169a, f. 171a, MS : Taškent, f. 140b, f. 141b, MS : London, BL,

Or. Add. 16688, f. 9a-12a.

察
チャ

合
ガ

台
タイ

の第 1子Mūā-tūkān：…Mūā-tūkānの第 3子 Yīsūn-tūā：この Yīsūn-tūāには 3

人の息子がいたのである。詳細と順序は以下のvり。①Mūmīn：かれには 2人の息子が

いる。順序は以下のvり。Yayah で息子 1人をもうけておりかれの名は Bīlkā-Tīmūr であ
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る。Ūrūk。② Barāq：かれには 5人の息子がいた。順序は以下のvり。Tuqtār/Tuqtāī，

Ūlādāī，Būzmah，Dūā
※，Bik-Timur ③ Basār：阿八合

ア バ カ

汗
カン

が，Qarāūnās の排除のため

哈烈
ヘラート

に4去した歲に，[阿合
ア フ

馬
マド

が H
̌
urāsān から¸げた時分に]，此處に歸附してきた。[臣

僚たちがかれを殺した]。

Barāqには息子たち，孫たちがたくさんいる。本書の執筆後に�oしたので，かれらの名

は，この箇fでは不可能だった。このため言Åしなかった。かれの分映については，究o

されねばならないため，旣営のままである。

※系圖には Dūāの子として Qutlġ-h
̆
vāğah，Kahan-Būqā，Kūnğak�

コン

闍
チェク

，Timūr-Būqā，

Īsin-Būqā 也先
エセン

不花
ブ カ

，Qubīlāī，Kabīk 怯
ケ

伯
ベク

，Abūkan 也
エ

不
ブ

干
ゲン

，Īt-qūlī，Manklīk-

Timūr が擧げられる。

Šu‘ab-i Panğgānah, MS : Istanbul, f. 119b.

Ğīnkkīz h
̆
ān――Ğādāī h

̆
ān――Mūvā-tūkān<Möʼe-tügen――Īsūn-tūā――Barāq――

Dūā
※――Qutlġ-h

̆
w
̇
āğah・Gāgān-Būqā・Kūnğāk・Timūr-Būqā・Īsin-Būqā・Qubīlāī・

Kūpāk・Abūkan・Īt-qūlī・Mīnklīk-Timūr

※このTūqāは現在，かの國
ウルス

の君W，父 Barāqの座Çにある。

Mu‘izz al-Ansāb, MS : Paris, f. 31a-32a.

Ğinkīz h
̆
ān――Ğāġatāī h

̆
ān――Mī-tūkān――Īsūn-tūā――Dūā h

̆
ān※1――Īsīn-Būqā h

̆
ān・

Tarmahšīrīn・T
¯
uġān-šāh・Bahrām・Rustam・ Īlğīkdāī・Šukulğī h

̆
vāğah・ Īt-qūlī・

Gāgan-Būqā・Ūbūkān・Īl h
̆
w
̇
āğah・Ikirdāī?・Īmir h

̆
w
̇
āğah・Qutluġ-h

̆
w
̇
āğah・Qātlūq・

Isulq?・Kūnğak �闍
コンチェク

※2・Sūzʻātū・Daurat-Tīmūr・Humaʼūn・Kabak h
̆
ān怯

ケ

伯
ベク
※3

※ 1 Dūā h
̆
ān は 690A. H. (1291 年 1
 4 日〜12
 23 日) に察

チャ

合
ガ

台
タイ

の國
ウルス

の君Wとなっ

た。706A. H. (1306 年 7 
 13 日〜1307 年 7 
 2 日) に海東靑になった。16 年閒，

荏�した。

※ 2 Dūā h
̆
ān がbくなった 706A. H にかれの臣僚たちが�闍

コンチェク

を Bārs-kūl<Bars-Köl よ

り連れてきて，Almālīq<Almalïq の上部の Sitkūl<Süt-Köl において，その父の王

座に坐らせたが，かれもまた 1年後，Īldūz の sarāy にて身罷った。

※ 3 Kabak h
̆
ān は Nālīqū を顛�に至らしめた後，pādšāh 君Wとなった。その兄の

Īsin-Būqāは Qāānの根�にいた。かれの召喚に{わし，來到すると，兄の到着ま

で在って一年瓜治していた王權を兄に，また兄が身罷ると，かれが荏�者となった。

かれの政府の時代に，Mā-warāʼ al-nahr は繁榮した。かれは 721A. H. (1321 年 1


31 日〜1322 年 1
 19 日) に生來・解放の病いを發し，ここに�った。かれの王權

の½閒は 8年より多くはなかったのである。

34) 『元�』卷二十四「仁宗本紀一」[皇慶元年二
]“庚午 (四日=1312 年 3
 12 日)，西北諸王

也先
エセン

不花
ブ カ

{�貢珠寶・皮�・馬駝，賜鈔一萬三千六百錠”，“[三
] 甲寅 (十八日=1312 年 4


 25 日)，西北諸王也先
エセン

不花
ブ カ

等{�以槖駝，方物入貢”，“[皇慶二年二
 (1313 年 2
 26 日

〜3
 27 日)] 壬午，西北諸王也先
エセン

不花
ブ カ

&馬・駝・璞玉”とあるから，それ以影の話というこ

とになる。Ç¯參照。

35) Tārīh
̆
-i Ūljāītū Sult

¯
ān, MS : Istanbul, f. 211, MS : Paris, f. 115a, Tārīh

̆
-i Ūljāītū, pp. 174-175, Die

Chronik des Qāšānī über den Ilchan Ölğäitü pp. 151-152., text, p. 175. に，

八八
バ バ

は，そのご蒙
モン

古
ゴル

曆の辰年<卯年に相當する A. H. 715 年 6
 (1315 年 9
 2 日〜30

日) に，海
カイ

都
ドゥ

の隨從・親類に屬するほかの諸王たち數名ともども完
オル

者都算端
ジェイトゥスルタン

の御4に訴

え出て「卑劣・恐怕なる埋伏から準備され來
た

i
ところの

休息・安靜の�難fに至っ着
て

，恐怖・恐

『オルジェイトゥ�』が語るアジキ大王の系�
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れ・恫喝・威嚇から安jな命�と了
なった

」とて看做した。八八
バ バ

の案件の故に，完
オル

者都算端
ジェイトゥスルタン

と

朮
ジョ

赤
チ

汗
カン

の國
ウルス

の君Wたる烏
ウ

卽
ズ

別
ベク

大王
オグル

の閒にありとあらゆる疑心�鬼が現れ，何度も�臣た

ちが否定・抗辨の問責のうちに�來した。AYSNBWĠA也
エ

先
セン

不花
ブ カ

大王
オグル

はこの®況を聞くと，

好機を捉え¹動・攪亂をなした。烏
ウ

卽
ズ

別
ベク

が¹動・攪亂のうちにかれと同�・融和すること

を願い，烏
ウ

卽
ズ

別
ベク

に「鐵穆
テ ム

耳
ル

皇E
カアン

は，朮
ジョ

赤
チ

汗
カン

の國
ウルス

の汗
カン

位に相應しく無い。欽察
キプチャク

T
バーシュ

の瓜治

權をmuqaddar規定のi
もの

に委任せんことを討求す」との信書をùった。

ウ

卽
ズ

伯
ベク

はかれの詭

計・詐欺によって鐵穆
テ ム

耳
ル

皇E
カアン

に對し反ú者・敵となった。

とほぼ同じ話が載るが，ここは成宗テムルでは時½が合わない。カーシャーニーの	纂ミス

――かれが大元ウルスの歷�に詳しくなかったことの證左―― だろう。これは，『淸容居士

集』卷三十四「拜�元帥出�事實」“皇慶二年 (1313)，仁宗以金印賜丞相孛
ボ

羅
ロト

，且俾徃哈兒
ハ ル

班
バン

答
ダ

王f議事。至中�，)也
エ

先
セン

不花
ブ カ

王，疑�閒諜，執以問…”，『>園學古錄』卷二十三／『國`

	類』卷二十六�集「句容郡王世績碑」“'祐元年 (1314)，也先不花等諸王，復,”の狀況と

對應する。

36) 『元�』卷二十五「仁宗本紀二」“['祐元年夏四
] 壬辰 (九日=1314 年 5
 23 日)，諸王脫
トク

脫
トア

薨，以�思
ウ ズ

別
ベク

襲位”。

37) モンケの死後に生じたフレグ・ウルスとジョチ・ウルスの爭いについては，『モンゴル時代の

「知」の東西』pp. 701-709參照。

38) Tārīh
̆
-i Ūljāītū Sult

¯
ān, MS : Istanbul, f. 159b, MS : Paris, f. 36b-37a, Tārīh

̆
-i Ūljāītū, pp. 53-54,

Die Chronik des Qāšānī über den Ilchan Ölğäitü p. 57, text, p. 53. D
¯
ail-i Ğāmi‛ al-Tavārīh

̆
, MS :

Paris, f. 450a, MS : Istanbul, f. 7b.

qoyn yïl未年<午年の biryigirminč ay十一�十九日 (1306 年 12
 25 日) に相當する 6�

18日の日�日 (1306 年 12
 25 日) …「未年<午年 säkis
̇
inč ay 八
に相當するA. H. 706

に，Dūā 都
ドゥ

瓦
ア

は腦炎・白喉 (=ジフテリア) の病氣のため�去した。自身の行いの應報・

諸々の行爲の淸算に至った」との都
ドゥ

瓦
ア

の死のv知に對し，「虛しき都
ドゥ

瓦
ワ

の�½の餞／件」

に，寶石類を s
̇
adaqa喜�した。かれの死後，かれの政府の臣僚たち・8石たちは，かれ

の息子の�闍
コンチェク

を Bārs-kūl<Bars-Köl 八
バ

兒
ル

思
ス

闊
キョル

より連れてきて，Almālīq 阿里
ア ル

ï
マ

里
リク

／阿力

ï里地方の上部の Sitkūl<Süt-Köl�湖において，察
チャ

合
ガ

台
ダイ

の國
ウルス

の王座に卽位させたが，か

れもまた 1 年後，törtünč ay四
の
に，Īldūz の sarāy の qišlāmīšī�冬において，出

發の太鼓を打倒してすぐに父の踪跡をÑった。

『元�』卷二十二「武宗本紀一」“[至大元年秋七
壬申 (16 日=1308年 8
 2 日)] {塔察
タガチャ

兒
ル

等九人�諸王�闍
コンチェク

，{

オ

魯
ルグ

等十二人�諸王脫脫
トクトア

…癸酉 (8
 3 日) {脫里
ト ル

不花
ブ カ

等二十人�諸王

合兒
ハ ル

班
バン

答
ダ

(=オルジェイトゥ・スルタン)”，“[九
丙辰朔 (9 
 15 日)]“命�尼
スニイ

台
タイ

・鐵
テ

木
ムル

・

察
チャク

�薛�思
セ ミ ス

干
ケント

部”，“辛酉 (9
 21 日)，{人�諸王察
チャ

八兒
パ ル

・�闍
コンチェク

”，“癸亥 (9
 23 日)，萬

戶也列
イェレ

門
ムン

・合
ハ

散
サン

來自薛�思
セ ミ ス

干
ケント

等城，&�太祖時fý『戶口靑册』，賜銀鈔�帛�差”，[庚辰

(10
 9 日)，中書省臣]“印言「薛�思
セ ミ ス

干
ケント

・塔剌思
タ ラ ス

・塔
タ

失
シュ

玄
ケント

等城，三年民賦以輸縣官。今因

�尼
スニイ

台
タイ

・鐵
テ

木
ムル

・察
チャク

�彼，宜令以二年之賦與�闍
コンチェク

，給與元輸之人，以一年者上&」竝從之”。

39) Ğāmi‛al-Tavārīh
̆
, MS : Rampur, pp. 48-52, MS : MS : St. Petersburg, f. 110b-111a.

察
チャ

合
ガ

台
タイ

の第 1子Mūjī-yayah爺爺：…察
チャ

合
ガ

台
タイ

の第 2子Mūā-tūkān：…Mūā-tūkān の第 3 子

Būrī：…Būrīには 2人の息子がいる。第 1 は Abišqah 阿必
ア ビ

失
シュ

哈
カ

：この阿必
ア ビ

失
シュ

哈
カ

は子息を

もたなかった…第 2 は Ağīqī 阿
ア

只
ジ

吉
キ

：この阿
ア

只
ジ

吉
キ

は Qubīlāī-Qāān 忽必
ク ビ

烈
ライ

皇E
カアン

の侍侯で

あった。現在，Tīmūr-Qāān 鐵穆
テ ム

耳
ル

皇Eの根4に居る。非常に老齡で，彼處で侍侯する諸

王jてのなかで�も威信があり，�敬すべきかつ確固たる重鎭である。かれには 3人の息

東 方 學 報

442〔173〕



子がいる。① Ūruk ② Ūruk-Tīmūr ③ Aršīl-Tūrkān。まさしく孫たちももっており，

侍侯している…察
チャ

合
ガ

台
タイ

の第 3子 Yīsū-Mūnkkā也
イェ

é
ス

蒙
モン

哥
ケ

：…察
チャ

合
ガ

台
タイ

の第 4子 BLKŠY：…察
チャ

合
ガ

台
タイ

の第 5 子：Bāīğū 拜�…察
チャ

合
ガ

台
タイ

の第 6 子：Bāīdār：…察
チャ

合
ガ

台
タイ

の第 7 子 Qadāqī<

Qadaqï/Qadagi：かれの母は，Tūkān<Tügen后妃であって，この Qadagiは 5人の息子

をもっている。以下の順である。① Bābā 八八 ②Tūqū 脫忽 ③ Nālīqū/Tālīqū，④

Būqā-Tīmūr 不花帖木兒 ⑤ Būqā不花：しばらく，察
チャ

合
ガ

台
タイ

の國
ウルス

の君 �
パードシャー

であった。かれ

が!くなると Balāqの息子 Dūāに與えられた。察
チャ

合
ガ

台
タイ

の第 8子：Sārbān

Ğāmi‛al-Tavārīh
̆
, MS : Paris, f. 210a- 211a.

察
チャ

合
ガ

台
タイ

の第 1 子 Mūjī-yayah：…察
チャ

合
ガ

台
タイ

の第 2 子 Mūā-tūkān：…Mūā-tūkān の第 2 子

Būrī：…Būrīは 5人の息子をもうけている。第 1 は Abišġah：この阿必
ア ビ

失
シュ

哈
カ

は子息をも

たなかった…第 2 は Ağīqī阿
ア

只
ジ

吉
キ

：この阿
ア

只
ジ

吉
キ

は Qubīlāī-h
̆
ān忽必

ク ビ

烈
ライ

汗
カン

の侍侯であった。

現在，Tīmūr-Qāān 鐵穆
テ ム

耳
ル

皇Eの根4に居る。非常に老齡で，かれは彼處にいる諸王jて

のなかで�も威信があり，�敬すべきかつ確固たる重鎭である。かれには 3人の息子がい

る。① Ūruk ② Ūruk-Tīmūr③ Aršīl-Tūrkān。まさしく子女たちももっており，侍侯し

ている…第 3は Qadānğī Sāğān<Qadagi/Qadaqai-Sečen：かれは 4人の息子をもうけて

いる。Nālīqū：かれは 3人の息子をもっている。Tīmūr，Ūrādāī，Tūmān。Çに Būqū：

かれは 2 人の息子をもっている。D
¯
ū al-Qarnain，ʼAlī。Çに Būqā-Tīmūr：…Çに

Būqā：…第 4は Ah
̇
mad…第 5は Abūkān…察

チャ

合
ガ

台
タイ

の第 3子：BLKŠY：…察
チャ

合
ガ

台
タイ

の第 4子

Sārbān 撒里蠻：…察
チャ

合
ガ

台
タイ

の第 5子 Yīsū-Mūnggā也
イェ

é
ス

蒙
モン

哥
ケ

：…察
チャ

合
ガ

台
タイ

の第 6子 Bāīdār…察
チャ

合
ガ

台
タイ

の第 7子 Qadāqī：かれの母は，Tūkān<Tügen后妃であって，この Qadagiは 5人

の息子をもっている。Bābā，Tūqū，Nālīqūā，Būqā-Tīmūr，Būqā。察
チャ

合
ガ

台
タイ

の第 8子：

Bāīğū,

Ğāmi‛al-Tavārīh
̆
, MS : Istanbul, f. 168a-171b, MS : London, BL, Or. Add. 16688, f. 9a-12a.

察
チャ

合
ガ

台
タイ

の第 1 子 Mūā-tūkān：…Mūā-tūkān の第 2 子 Būrī/Tūrī：…Būrī は 5 人の

息子をもっている。詳細・順序は以下のとおり。❶ Qadāqī Sāğān/Qadāqī Sīğān

<Qadagi/Qadaqai-Sečen※1：か れ は 4 人 の 息 子 が い る。以 下 の 順 で あ る。①

Tālīqū/Tālīū※2：3 人の息子をもっている。Tīmūr/Ūrūk-Tīmūr，Ūrādāī，Tūmān ②

Būqū：2 人の息子をもっている。D
¯
ū al-Qarnain，ʼAlī。③ Būqā-Tīmūr ④ Būqā ❷

Ah
̇
mad：…❸ Āğīqī阿

ア

只
ジ

吉
キ

：かれには 2人の息子がいる。(1) Ūruk：2人の息子をもつ。

Pūl-Būqā，Ġāzān。[(2) Aršīl-Tūrkān] ❹ Abūkān 也
エ

不
ブ

干
ゲン

：…❺ Abīšqah：かれには息

子が 1人あり，[その名は Ūruk/Ūrukという名]。ところで，この阿
ア

只
ジ

吉
キ

は Qubīlāī-Qān

忽必
ク ビ

烈
ライ

皇E
カアン

の侍侯であった。現在，Tīmūr-Qān 鐵穆
テ ム

耳
ル

皇Eの根4に居る。非常に老齡で，

かれは彼處にいる諸王jてのなかで�も威信があり，�敬すべきかつ確固たる重鎭である。

いっぽうAbīšqah は…察
チャ

合
ガ

台
タイ

の第 2子Mūjī-yīyah爺爺：…察
チャ

合
ガ

台
タイ

の第 3子 BLKSY：…察
チャ

合
ガ

台
タイ

の第 4子 Sārbān/Sārmān 撒里蠻：…察
チャ

合
ガ

台
タイ

の第 5子 Yīsū-Mūngkā/Yīsū-Munkā也
イェ

é
ス

蒙
モン

哥
ケ

：…察
チャ

合
ガ

台
タイ

の第 6子 Bāīdār/Bāīdar。

※ 1 イスタンブル本系圖の]記には，“この Qadagi/Qadaqai-Sečen の母は弘
コン

吉
ギ

剌
ラト

族の

Yīsūkū妃だったのである。かれに Sečen とManggū-Qān が名付けた。baqši僧たち

の慣
によって parāšīdah ざんばら髮にしていた／ tarāšīdah 剃髮していた。

Manggū-Qān と共に漢兒
キタイ

の田地に軍を以て4去し，>中bくなった。かれの子女た

ちは現在 Dūāの根4にいる”とある。なお，系圖では Qadagi/Qadaqai-Sečen の子

供たちに，gって Būqū の子の Z
¯
ū al-Qarnain と ʼAlīが加えられている。

『オルジェイトゥ�』が語るアジキ大王の系�
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※ 2 イスタンブル本系圖の]記には，“このTālīqūは Kirmān の Sult
¯
ān Qut

¯
b al-Dīn の娘

Türken という小名のi
もの

より生まれた。H
̇
as
̇
r-i barš 一切れの限定相續人？と呼ばれ

ている”とある。

Šu‘ab-i Panğgānah, MS : Istanbul, f. 118.

Ğīnkkīz h
̆
ān――Ğādāī h

̆
ān――Mūvā-tūkān――Būrī<Buri――Qādāqī Sāğān<Qadaqi/

Qadaqai-šečen※1――Nālīqū<Naliqu※2――□□――Tīmūr・Ūrūqūdāī・Tūmān

※ 1 この Qadagi/Qadaqai-Sečen の母は弘
コン

吉
ギ

剌
ラト

族の Yīsū 妃だったのである。かれは

Mangū-Qān によって Sečen と命名された。baqši僧たちの慣
によって剃髮してい

た。Mangū-Qān と共に漢兒
キタイ

の田地に軍を以て4去し，>中bくなった。かれの子

女たちは現在 Dūāの根4にいる。

※ 2 この Nālīqūは Kirmān の Sult
¯
ān Qut

¯
b al-Dīn の娘 Türken という小名のi

もの

より生ま

れた。h
̆
afīr-i turš憂鬱な守衞？と呼ばれている。

Ğīnkkīz h
̆
ān――Ğādāī h

̆
ān――Mūvā-tūkān――Būīrī――Qādāqī Sāğān――Tūqū――

ʼAlī・D
¯
ū al-Qarnain

※ 1 この Tūqūも上営のこの Türken から生まれた。弓Eに�出していて自身の時代で

あったが，18歲でbくなった。

Ğīnkkīz h
̆
ān――Ğādāī h

̆
ān――Mūvā-tūkān―― Būīrī――Ağīqī――Arsīl-Tūrkān・Ūrūk

Ğīnkkīz h
̆
ān――Ğādāī h

̆
ān――Mūvā-tūkān―― Būīrī――Ağīqī――Ūrūk――Yīl-Būqā・

Qāzān

Ğīnkkīz h
̆
ān――Ğādāī h

̆
ān――Mūvā-tūkān―― Būīrī――Abīšqah――Ūrūk

Mu‘izz al-Ansāb, MS : Paris, f. 29b-30a.

Ğinkīz h
̆
ān――Ğāġatāī h

̆
ān――Mī-tūkān――Būrī――Qādāqī Sāğān※1 ――Nālīqū※2

――Ūrūġūdāī ・Tūmān・Tīmūr

Ğinkīz h
̆
ān――Ğāġatāī h

̆
ān――Mī-tūkān――Būrī――Qādāqī Sāğān――Tūqū――D

¯
ū

al-Qarnain・ʼAlī-ūġūl

Ğinkīz h
̆
ān――Ğāġatāī h

̆
ān――Mī-tūkān――Būrī――Ağīqī――Arīk-Kūrkān・Urūk※3・

Tās-Tīmūr・Tīmūr-Būqā・Is-Tīmūr・Yūldās-Tīmūr

Ğinkīz h
̆
ān――Ğāġatāī h

̆
ān――Mī-tūkān――Būrī――Ağīqī――Urūk※3 ――Īl-Būqā・

Qazān

Ğinkīz h
̆
ān――Ğāġatāī h

̆
ān――Mī-tūkān――Būrī――Abīšqah――Ūrūk

※ 1 この Qadagi/Qadaqai-Sečen は，その母が弘
コン

吉
ギ

剌
ラト

族の Yīsūn 妃であった。かれは

Mangū-Qāān によって Sečen と命名された。baqši僧たちの慣
によって剃髮して

いた。Mangū-Qāān と共に漢兒
キタイ

の田地に軍を以て4去し，>中bくなった。かれの

子女たちは大多數がDūāの根4にいた。

※ 2 この Nālīqūの母は Kirmān の Sult
¯
ān の娘 Türken という小名のi

もの

で，かれは H
̌
iz
̇
r

とも呼ばれている。Tūqū はかれと同一の母から生まれた。Nālīqū は 709A. H.

(1309 年 6
 11 日〜1310 年 5
 30 日) に Kūnğak�
コン

闍
チェク

の後，君�に坐せしめられ

た。かれは Dūāの後裔を撲滅せんとの企畫
くわだて

をなした。Dūāの息子の Kabak怯
ケ

伯
ベク

は

機會を見つけ，祝'
ト イ

のkわりに，Nālīqū が夜眠ってしまうと，一味と共に事を\こ

し，かれを殺した。そのご，710A. H (1310 年 5
 31 日〜1311 年 5
 19 日) に瓜

治權は怯
ケ

伯
ベク

に確定された。

※ 3 この Ūrūkは Nālīqūに背いたが，賭"の#
ノコ

當
ル

の手にかかり殺�されるに至った。
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40) mutarris楯持つ者よ，mihrās闇夜に恐るもの無き丈夫よ，と解すことも可能だが，その場合，

後に續く va が不A。

41) Ğāmi‛al-Tavārīh
̆
, MS : Paris, suppl. persan209, f. 172b, f. 174a. MS : Paris, BNF, suppl. persan

1113, f. 130b, f. 131b.

[Ūktāī窩闊
オ ゴ

台
デイ

] 第 1 子 Kīūk貴
グ

由
ユク

：…かれには 3人の息子がいた。順序は以下のvり。.①

H
̌
wāğah ūġūl：かれの母は□□族の Qaimiš 皇后

カトン

であった。かれには�oしている子息が

いない。② Nāʻū腦忽
ナ グ

③Hūqū<Höʼü 火忽
ホ グ

：かれの母はQumāī/Qūmāī妃であった。かれに

は現在 Tūkmah禿苦滅
ト ク メ

という名の孫 ――海
カイ

都
ドゥ

の息子および察
チャ

八兒
パ ル

と ta[mā]ğāmīšī爭っ

ている―― があるそうだ。かれの farmān 令旨は得ておらず，右手の>にいるそうだ。

その父もまた Tūkmahという名だったのである。

[Ūktāī 窩闊
オ ゴ

台
デイ

皇E
カアン

の第 5 子 Qāšī の子海
カイ

都
ドゥ

の第 3 子] Ūrūs 斡羅思
オ ロ ス

：海
カイ

都
ドゥ

の大皇后で

Dūbğīn 朶兒
ド ル

別
ベル

眞
ジン

という名のものから生まれた。父の死後，王國を tamāğāmīšī爭っており，

窩闊
オ ゴ

台
デイ

皇�
カアン

の子 Tūkmahの子 Tūkmahはかれとこの問題について一致・同�している。

Ğāmi‛al-Tavārīh
̆
, MS : Istanbul, f. 134b, f. 135b, f. 137b, MS : Taškent, f. 106a, f. 107a, f. 109a.

[Ūktāī窩闊
オ ゴ

台
デイ

皇E
カアン

の] 第 1 子 Kīūk貴
グ

由
ユク

：…かれには 3人の息子がいた。順序は以下のv

り。.① H
̌
wāğah ūġūl：かれの母は□□族の Qaimiš 皇后

カトン

であった。かれは 3人の息子を.

かっている。順序は以下のとおり.(1) Tūkmah：かれには 4人の息子がいる。Yūšmūt・

Yīsūkān・Ūlğāūkān・Ābāčī(2)Būsğū② Nāʻū③ Hūqū：かれは 10人の息子を.かってい

る。順序は以下のvり。(1) Ūrkah (2) Qūmbū (3) Kūnčak (4) Dūrğī (5) Tūbšīn (6)

Īrkāmān/Īrmaksan (7) Takūs-Būqā (8) Takšī (9) Dārbūnk※ (10) Ikīrdaī

※系圖になし。かわりに Īškīb があがる。

[Ūktāī 窩闊
オ ゴ

台
デイ

皇E
カアン

の第 5 子 Qāšī 合
カ

昔
シ

の子海
カイ

都
ドゥ

の子] Ūrūs 斡羅思
オ ロ ス

：海
カイ

都
ドゥ

の大皇后で

Dūbğīn 朶兒
ド ル

別
ベル

眞
ジン

という名のものから生まれた。父の死後，王國を tamāğāmīšī爭っており，

窩闊
オ ゴ

台
デイ

皇�
カアン

の子 Tūkmahの子 Tūkmahはかれとこの問題について一致・同�している。

Šu‘ab-i Panğgānah, MS : Istanbul, f. 124b.

Ğīnkkīz h
̆
ān――Ūkdai h

̆
ān――Kūyūk h

̆
ān――H

̌
wāğah ūġūl――Tūkmah※

※この男等の母は，KYČK h
̆
ān<Könček�

コン

園
チェク

汗
カン

の娘たる妃
カトン

だったのである。

Mu‘izz al-Ansāb, MS : Paris, f. 40b-41a.

Ğinkīz h
̆
ān――Ūkdai Qāān――Kīūk h

̆
ān――H

̌
wāğah ūġūl――Tūkmat

42) Ğāmi‛al-Tavārīh
̆
, MS : Paris, f. 174, MS : Istanbul, f. 135b, f. 138a, MS : Taškent, f. 107a, f. 109b.

[Ūktāī窩闊
オ ゴ

台
デイ

皇E
カアン

の第 5 子 Qāšī合
カ

昔
シ

の子海
カイ

都
ドゥ

の第 1 子] Čāpār察
チャ

八兒
パ ル

：□□族出身の□

□より�生した。現在，海
カイ

都
ドゥ

の座Çにはかれが在る。かれをみた人々の話では，ひじょう

に痩せて貧相，かれの顏と髭は Rūs 阿羅思
オ ロ ス

(斡羅思)・Čarkas撤
チェ

耳可思
ル ケ ス

(園兒怯思) の人

みたいで，[中肉中背である] とのことである。[かれには 7人の息子がいる。順序は以下

の と お り。Būrī-Tīmūr ・ Ūlğāī-Tīmūr ・ Qūīluq-Tīmūr ・ Čāčāktū・ Tūq-Tīmūr ・

Čarīktū・Ūlādāī。ç安アレ]

43) ʻAlā al-Dīn ʻAt
̇
ā Malik Juvaynī, Qazvīnī. M (ed), Taʻríkh-i-Jahán Gushá, vol. 1, Leyden &

London, Brill, 1937, p. 31, pp. 226-227,MS : Istanbul, Süleymaniye Kütüphanesi, Fātif4316, f. 27b, f.

168a-168b, MS : BNF, suppl. persan2018, f. 18a, f. 109a, MS : suppl. persan 205. f. 10b, f. 61b, MS :

suppl. persan1375, f. 11b-12a, f. 81a, MS : suppl. persan1556, f. 11b, f. 78a.,

・察
チャ

合
ガ

台
タイ

を [Qayālīġ・] Uīġūr/Uīqūr畏
ウイ

兀兒
グ ル

の諸城鎭の疆域から Samarqand 撒ï耳
サ マ ル

干
カンド

・

Buh
̆
ārā 不

ブ

花剌
ハ ラ

(不哈剌) まで，かれの居$地は，Almālīġ 阿里
ア ル

%
マ

里
リク

の&くにある
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Qunās/Quyāsだった。

・Mā-warāʼ al-nahr・Turkistān�
トゥ

魯
ル

吉
キー

の地の諸城鎭が解放されると，(かれ=察
チャ

合
ガ

台
タイ

汗
カン

Å

びかれの) 子供たちと軍勢の�屯地は，撒馬兒
サ マ ル

罕
カンド

から Bīš-Bālīġ別
ビ

失
シュ

八
バ

里
リク

のûくまで，

四方は諸王の宿營に相應しい卓越した娛樂の諸地であった。その'暑地は，阿里
ア ル

%
マ

里
リク

と

[Qūnās/Qūbāq] ――春・夏にはアラムの果園に似かよう―― であった。水鴨たちの

群れのための köl と呼ばれる複數の大禁地 (=山陵) をかれの疆域內に設けていた。

Qutluġという名の邑も円設した。

44) Ğāmi‛al-Tavārīh
̆
, MS : Paris, f. 174, MS : Istanbul, f. 135b, f. 138a, MS : Taškent, f. 107a, f. 109b.

[Ūktāī窩闊
オ ゴ

台
デイ

皇E
カアン

の第 5 子 Qāšī合
カ

昔
シ

の子海
カイ

都
ドゥ

の子] Yāngīčār仰
ヤン

吉
ギ

察
チャ

兒
ル

：□□族の□□妃

より生まれた。容貌と學識があり，父はかれをひじょうに愛した。j軍とともに，Ūrdah

斡兒朶
オ ル ダ

(阿哈
ア カ

) の後裔
ウルク

に屬する Qūnīčī火你
コ ニ

赤
チ

の Bāyān 伯
バ

顏
ヤン

の方面の Sūbīah<šibeʼe藩籬

を「互いに敵である」とて，かれに治めさせた。伯
バ

顏
ヤン

は皇E
カアン

およびイスラームの君W

――彼ノ瓜治ヲ永Àタラシメタマエ―― と友好iであり，かたやかれの從兄弟の

Kūbluk が海
カイ

都
ドゥ

と土
ドゥ

哇
ア

の子女たちの側に傾いていたので，かれらは伯
バ

顏
ヤン

が皇E
カアン

およびイス

ラームの君Wの軍勢に／伯
バ

顏
ヤン

が皇E
カアン

の諸軍に，イスラームの君Wとともに] 連合してかれ

らの勾
こ

當
と

の損Ûの理由にならないようにすべく，かれを敎唆していた。伯
バ

顏
ヤン

が朮
ジョ

赤
チ

の後裔
ウルク

に屬するので，朮
ジョ

赤
チ

の寶座を擁する Tūqtāī 脫
トク

脫
タ

はかれの庇護者であり，現在，海
カイ

都
ドゥ

と土
ドゥ

哇
ア

の息子たちとの戰いに出陣せんと思案中である。この狀況を以て，[Āġurūqčī奧魯
アウルク

赤
チ

と

Ūlādāī兀剌
ウ ラ

薫
ダイ

という名の] �臣
エルチ

たちを此處 (=フレグ・ウルス) に�{してきた。[ç安

アレ]。

45) Tārīh
̆
-i Ūljāītū Sult

¯
ān, MS : Istanbul, f. 154a, MS : Paris, f. 28a-28b, Tārīh

̆
-i Ūljāītū, p. 41, Die

Chronik des Qāšānī über den Ilchan Ölğäitü (1304-1316), pp. 47-48, text, pp. 41-42.

(土
ドゥ

哇
ア

は) かれ (=察
チャ

八兒
パ ル

) の後繼仰
ヤン

吉
ギ

察
チャ

兒
ル

をQaidū 海
カイ

都
ドゥ

の國
ウルス

の君Wに据えた。いっぽう，

察
チャ

八兒
パ ル

はその母 Kūkūī h
̆
atūn の營盤

ユルト

に�した。仰
ヤン

吉
ギ

察
チャ

兒
ル

はしばらく君Wとして怨年 (の

儀) に奔走していた。土
ドゥ

哇
ア

は Būkmā<禿苦滅
ト ク メ

をも死神の處罰の鉤爪を以て殺したが，自

身，齡が盡きた。しかし，察
チャ

八兒
パ ル

への企畫
くわだて

の�中であった。察
チャ

八兒
パ ル

はかれの企畫
くわだて

を知ると，

自身の兄弟たる仰
ヤン

吉
ギ

察
チャ

兒
ル

，臣僚たち，側ûたちとともに皇E
カアン

の 1200 	の鋪
ウラ

馬
ク

を以て，

皇E
カアン

の御4に向かった。H
̌
ān-bālīq<Qan-balïq中都 (=南城) に到着すると，仰

ヤン

吉
ギ

察
チャ

兒
ル

は

詠入りの šarbat舍
シャ

里
ル

八
バト

(=煎諸香果泉，¯蜜和而成) を以て殺された。いっぽうで察
チャ

八兒
パ ル

を御4の侍奉に命じた。如
い

今
ま

まさに，陛下の侍奉である。

『元�』卷二十二「武宗本紀」“[大德] 十年七
 (1306 年 8
 10 日〜9
 8日)，自脫忽思
ト ク ズ

圈
キョル

之地踰按
アル

台
タイ

山，õ,王斡羅思
オ ロ ス

，獲其妻孥輜重，執,王也
イ

孫
スン

禿
トゥ

阿
ア

等Å駙馬伯
バ

顏
ヤン

。八
，至也
イ

里
ル

i失
ティシュ

之地，�影諸王禿
トゥ

滿
メン

・o里
メンリク

鐵
テ

木兒
ム ル

・阿魯
ア ル

灰
クイ

等影。海都
カイドゥ

之子察
チャ

八兒
パ ル

¸于都
ドゥ

瓦
ア

部，盡俘獲其家

屬營帳。�冬按
アル

台
タイ

山。影王禿曲滅
ト ク メ

復,，與戰敗之，北邊悉ç”，『國`	類』卷二十三元o善

「太師淇陽忠武王碑」，卷二十六�集「句容郡王世績碑」，『大元馬政記』21b「刷馬」“武宗皇E

至大三年三
十一日 (1310 年 4
 11 日)，丞相別不花奏「尙書省・樞密院等官議：西面察
チャ

八兒
パ ル

等諸王・駙馬多年不曾`會。今始來影。振\其軍站物力。合拘刷馬疋」。奉í旨，准”，『元�』

卷二十三「武宗本紀二」“[至大三年三
]庚寅 (十二日=4
 12 日)，太陰犯氐，尙書省臣言

「昔世祖�旨，以,王海都
カイドゥ

分地五戶絲爲�帛，俟彼來影賜之。藏二十餘年。今其子察
チャ

八兒
パ ル

向慕

德 ，歸覲闕廷。}以賜之」。E曰「世祖謀慮深À。若是待諸王`會，頒賞旣畢，卿等備営其

故，然後與之，�彼知愧」”，“[六
] 壬申，以西北諸王察
チャ

八兒
パ ル

等來`，吿祀太+”，『國`	

類』卷九姚燧「至大三年十
赦」，『元�』卷一一七「牙忽都傳」。
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46) 『モンゴル時代の「知」の東西』p. 703．

補 註

[補 1] Ğāmi‘al-Tavārīh
̆
, MS : Istanbul, f. 131a-131b, MS : Taškent, f. 102b-103a.

【第三子オゴデイ・カアンの h
̇
as
̇
s
̇
ah=梯

エム

己
チュ

：四千戶】

① Īlūkāī<Ilügei亦魯
イ ル

該
ゲイ

／亦魯格の千戶：札
ジャ

剌
ラ

兒
イル

部の出身であった…

②[AYLKTW/A
́
YLḰTWA]<Elege/Elige-toʼ a也

エ

里
リ

可
ゲ

禿
トゥ

阿
ア

の千戶：孫都
スルドゥ

思
ス

部の分映た

るTamʻālīq<Tamγalïq種族出身の El ȷ̌igidei額
エル

只吉
ジ ギ

歹
デイ

の兄
アカ

であった…

③ Dāīr>Dayyir 答
ダ

亦兒
イ ル

の千戶：Mönglik-ečige 蒙
モング

力
リ

克
ク

父
エチゲ

の uruq 宗族に屬する

Qongqotan黃
コン

忽
ゴ

答
タン

部の出身であった。

④■■の千戶：原本に無かった。

の■■がQavgatai，4該
デゲイ

(別
ベ

é
スウ

惕
ト

部) の別名か子弟だった可能性がある。なお，上記の寫本に

先行するテヘラン本系瓜のMS : Paris, suppl. persan209, f. 168b をみると，①〜④jての記営が

無い。MS : St. Petersburg, PNS46, f. 83a では“四千戶”と書いておきながら，③④が無い。“原

本”のu味を確定する上で，重Aな箇fといえる (上記寫本のチャガタイの四千戶の後ろ二つ

の千戶の箇fにも[原本に無かった]とあり，テヘラン本系瓜では確かに當該箇fは存在しな

い)。

[補 2] Mu‘izz al-Ansāb, MS : Paris, f. 34b-35a, MS : London, f. 35b, MS : India, f. 36b.
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